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　平成２３年８月、「南海トラフの巨大地震モデル検討会」が内閣府に設置され、

想定すべき最大クラスの地震の大きさや津波高を検討、ことし８月にその推計

結果が公表されました。公表結果には、本市の最大津波高は４ｍと予測されて

いますが、この内容について不安に感じている市民の方もおられると思います

ので、今回発表の４ｍの津波高について詳しく説明します。

　本市の防災計画に掲載している津波浸水予測

区域は、防波堤や河川堤防が全く機能しない場

合であり、観音寺港や一の谷川における堤防は、

予測されている津波高より高い位置で整備され

ています。

　また、燧灘における地盤沈降や津波による海

面の上昇は、急激なものではなく、比較的ゆる

やかであると考えられており、最大津波の到達

時間も７時間程度と予測されています。

※ただし、津波に関する気象情報が発表された

際は、いち早い避難を心がけてください。

　年間を通じて潮位の高低はありますが、内閣府公表の数字は、年

間の最高潮位に、地震による海面上昇の最大１.２４ｍを加えたもので、

海面に４ｍの波が乗ってくるものではありません。

内閣府公表の数字は３.１９ｍを端数処理をして、４ｍとしています。

（３.１９ｍ　→　小数点第２位を四捨五入して３.２ｍ　→　小数点第１位を切り上げして４ｍ）

一の谷川堤防＝海抜３.７５ｍ

観音寺港堤防＝海抜３.３４ｍ

★ 海抜０ｍからの高さであり、海面からの４ｍではありません。

★ 地震と津波による海面上昇は最大１.２４ｍです。

危機管理課　☎２３−３９４０

「南海トラフの巨大地震モデル検討会」公表の津波高

観音寺港付近における最大津波高の詳細図
観音寺港の最大津波予測は３.１９ｍ

３ｍ３ｍ

２ｍ２ｍ

１ｍ１ｍ

海抜０ｍ（東京湾平均海面）

海底地盤

観音寺港最大津波高
①＋②＋③＝３.１９ｍ

（内閣府公表の数字は、端
数処理をして４ｍと発表）

地震による
海面の上昇

③津波の最大波高（０.５４ｍ）

②地盤沈降による海面の上昇
　　　　　　　　　（０.７ｍ）

①年間最高潮位（１.９５ｍ）

　１.９５ｍは、気象庁のデータによる
平成２４年の最高潮位。潮位は、潮の
満ち引きや季節によって高低差があ
ります。

堤防 堤防
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　市では、皆さんの住所を合理的に分かりやすく表示するた

め、順次住居表示を進めています。１１月１９日（月）から、港・

仮屋・加茂田・元・蛭子地区が新しい住居表示に切り替わり、

「港町」「西本町」になります。当分の間、不便を感じることが

あると思いますが、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

○住民基本台帳や戸籍簿、印鑑登録原票、選挙人名簿などの

市役所の公簿は、自動的に書き替えます。

○新しい住居表示により住居変更の申請や手続きに必要な住

居表示証明を無料で交付します。印鑑を持参して市民課に

申し出てください。なお、配布した住居番号決定通知書は、

住居表示証明書の代わりになります。

注意：新築や改築、取り壊しの場合は、住居番号の新設や変

更、廃止が必要です。早めに市民課に申し出てください。

郵便番号
港町一丁目・二丁目　　７６８−００７６

西本町一丁目・二丁目　７６８−００７５

住所の表し方（例）
実施前

　観音寺市観音寺町甲○○○番地

実施後

　観音寺市　　　　○丁目○番○号

本籍の表し方（例）
実施前

　観音寺市観音寺町甲○○○番地

実施後

　観音寺市　　　　○丁目甲○○○番地

市民課市民係　☎２３−３９２４

住居表示を実施　１１月１９日（月）から

港
仮屋・加茂田
元・蛭子

が に変わります港
みなとまち
町

西
にし
本
ほん
町
まち

港町
西本町

港町
西本町

一の谷川右岸護岸線 一の谷川右岸護岸線
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～
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
～

一
般
会
計

観
音
寺
市
の
家
計
簿

総
務
課
財
政
係

　
☎
２３

−

３
９
０
０

平
成
２３
年
度
決
算

　
平
成
２３
年
度
の
一
般
会
計
歳

入
決
算
額
は
２
４
９
億
５
、
４

１
２
万
円
（
前
年
度
比
１５
・
５

％
減
）
で
、
歳
出
決
算
額
は
２

４
１
億
６
、
７
２
５
万
円
（
前

年
度
比
１５
・
９
％
減
）
で
し
た
。

　
歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
７
億

８
、
６
８
７
万
円
で
、
翌
年
度

へ
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
５
、

２
９
０
万
円
を
除
い
た
実
質
収

支
は
７
億
３
、
３
９
７
万
円
の

黒
字
で
し
た
。

　
歳
入
は
、
約
３
分
の
１
を
占

め
る
市
税
が
、
依
然
と
し
て
続

く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
前
年
度

と
比
較
し
て
１
億
１
、
８
４
５

万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
中
部
中
学

校
校
舎
改
築
事
業
や
小
・
中
学

校
耐
震
改
修
事
業
な
ど
の
終
了

で
２
４
億
８
、
３
６
４
万
円
減

少
し
、
市
債
に
つ
い
て
も
２
２

億
４
、
７
５
０
万
円
減
少
し
ま

し
た
。

　
歳
出
は
、
民
生
費
が
前
年
度

と
比
較
し
て
２
億
４
、
９
４
７

万
円
増
加
し
、
歳
出
全
体
の
約

３
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。

民
生
費
に
は
、
子
ど
も
手
当
な

ど
医
療
や
福
祉
分
野
に
係
る
経

費
が
含
ま
れ
て
お
り
、
近
年
は

増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
教
育
費
が
中
部
中
学

校
校
舎
改
築
事
業
な
ど
の
終
了

で
２
３
億
５
、
７
７
８
万
円
減

少
し
ま
し
た
。

　
平
成
２３
年
度
の
主
な
事
業
は
、

６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
健
全
な
財
政
運
営

を
維
持
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た

財
源
を
重
点
的
か
つ
効
率
的
に

運
用
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
き

ま
す
。　

平
成
２３
年
度
決
算
に
つ
い
て

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
市
政
」
→
「
行
政
情
報
」
→

「
財
政
状
況
」）
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
決
算
書
は
、
市
総
合

案
内
所
や
大
野
原
支
所
、
豊
浜

支
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

歳入
249億5,412万円

歳出
241億6,725万円

3.1
7億8,422万円

%

その他

市税

34.1
85億1,815万円

%

24.5
61億2,245万円

%

6.7
16億6,463万円

%

1.4
3億5,239万円

%

0.9
2億3,058万円

%

地方譲与税

3.4
8億3,599万円

%

各種交付金

地方交付税

10.6
26億3,475万円

%

国庫支出金

県支出金

2.4
5億8,788万円

%

繰入金

繰越金

2.3
5億7,688万円

%

諸収入

10.6
26億4,620万円

%

市債

総務費

13.6
32億8,095万円

%

民生費

31.3
75億5,793万円

%

衛生費

9.4
22億7,837万円

%

農林水産業費

2.8
6億8,194万円

%

商工費

2.0
4億9,379万円

%

土木費

6.1
14億7,158万円

%

消防費

3.6
8億8,123万円

%

教育費

16.4
39億5,545万円

%

公債費

13.1
31億7,703万円

%

その他

1.7
3億8,898万円

%
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特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
目

的
の
た
め
に
設
置
し
、
一
般
会

計
と
は
区
別
し
て
経
理
す
る
会

計
の
こ
と
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
や
公
共

下
水
道
事
業
な
ど
１１
の
会
計
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
や
使

用
料
な
ど
の
特
定
の
収
入
で
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
２３
年
度
は
、
す
べ
て
の

会
計
で
黒
字
決
算
で
し
た
。

合
併
特
例
債
と
は

　
合
併
後
の
市
町
村
の
一
体
性

の
確
立
や
均
衡
あ
る
発
展
な
ど

を
目
的
と
し
た
事
業
を
実
施
す

る
た
め
に
発
行
す
る
地
方
債
で

す
。
償
還
費
用
の
７０
％
が
国
か

ら
地
方
交
付
税
で
補
て
ん
さ
れ

ま
す
。

臨
時
財
政
対
策
債
と
は

　
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
の
不
足
分
を
補
う
た
め
に
、

地
方
公
共
団
体
が
発
行
す
る
地

方
債
で
す
。
償
還
費
用
の
全
額

が
地
方
交
付
税
で
国
か
ら
補
て

ん
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
２３
年
度
末
の
地
方
債
現

在
高
は
約
３
２
２
億
円
で
、
前

年
度
末
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
訳
は
、
臨
時
財
政
対
策

債
や
合
併
特
例
債
な
ど
の
交
付

税
措
置
の
大
き
い
有
利
な
地
方

債
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
除
く
地
方
債
現
在
高

は
、
約
１９
億
円
減
少
し
て
い
ま

す
。

　
基
金
は
、
家
庭
で
い
う
「
貯

金
」
に
当
た
り
ま
す
。

　
基
金
に
は
、
年
度
間
の
財
源

の
不
均
衡
を
調
整
す
る
財
政
調

整
基
金
と
特
定
の
目
的
の
た
め

に
積
み
立
て
て
い
る
特
定
目
的

基
金
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
２３
年
度
末
の
基
金
現
在

高
は
約
６５
億
円
で
、
庁
舎
改
築

整
備
基
金
を
積
み
立
て
た
の
で
、

前
年
度
末
よ
り
約
４
億
円
増
加

し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

地
方
債
現
在
高

　
　（一
般
会
計
）

基
金
現
在
高

　
　（一
般
会
計
）

特　別　会　計　名 収 入 額 Ａ 支 出 額 Ｂ 差引額　Ａ−Ｂ

競 輪 事 業 90 億 4,912 万円 89 億 4,176 万円 1 億 736 万円

国 民 健 康 保 険 事 業 78 億 1,875 万円 78 億 1,170 万円 705 万円

国民健康保険伊吹診療所 8,159 万円 7,447 万円 712 万円

後期高齢者医療事業 7 億 8,772 万円 7 億 8,718 万円 54 万円

介 護 保 険 事 業 48 億 6,568 万円 48 億 591 万円 5,977 万円

介護予防サービス事業 4,126 万円 2,405 万円 1,721 万円

航 路 事 業 1 億 1,756 万円 1 億 768 万円 988 万円

粟 井 財 産 区 1,234 万円 94 万円 1,140 万円

粟 井 坂 瀬 山 林 2,063 万円 6 万円 2,057 万円

公 共 下 水 道 事 業 13 億 5,672 万円 13 億 3,055 万円 2,617 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 4,764 万円 4,610 万円 154 万円

地方債現在高の推移

特別会計決算額

350

300

250

200

150

100

50

0

（億円）

282
297 299

323 322

85

92

145

75

84

164

47

70

182

41

62

194

16

58

35

43 42

61
65

18

4743

18
14

28

13

30

11

24

208

■合併特例債　■臨時財政対策債　■その他の地方債

■財政調整基金　■その他の基金

（億円）

H19　　H20　　H21　　H22　　H23

H19　　H20　　H21　　H22　　H23

70

60

50

40

30

20

10

0

基金現在高の推移
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「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
、
平

成
２３
年
度
決
算
に
お
け
る
本
市
の

財
政
状
況
を
判
断
す
る
各
比
率
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
比
率
に
は
早
期
健
全

化
基
準
や
財
政
再
生
基
準
等
が
設

定
さ
れ
て
お
り
、
基
準
値
を
上
回
る

と
同
法
の
規
定
に
よ
っ
て
財
政
の

健
全
化
に
向
け
た
改
善
措
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
２３
年
度
決
算
に
お
け
る
比

率
は
、
い
ず
れ
も
基
準
値
を
下
回

っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
本
市

で
は
、
こ
れ
ら
の
比
率
の
動
向
に

注
意
し
な
が
ら
、
健
全
財
政
の
維

持
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

資
金
不
足
比
率
と
は

　
各
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足

額
の
事
業
規
模
に
対
す
る
割
合
を

み
る
指
標

健
全
化
判
断
比
率

　・資
金
不
足
比
率

　
　
　
　
　の状
況

平成２３年度の主な事業
事　　業　　名 決　算　額

広報費（広報紙、ホームページ、ＣＡ
ＴＶ文字放送、オフトーク等）

２，７２８万円

自治会活動支援事業（自治会協議会活
動補助金等）

２，５９２万円

地籍調査事業 ３，８９３万円

県営公共事業負担金（道路・街路）（県
道丸亀詫間豊浜線ほか５路線）

３，０３０万円

地域活力基盤創造交付金道路改築事業
（市道粟屋堂之岡線ほか３路線）

１億３，４２１万円

のりあいバス運行事業 ３，００４万円

伊吹地域漁港整備事業 ９，５２１万円

室本港港湾改修事業 ６，８７６万円

非常備消防事業（消防団活動） １億５９１万円

地域住宅支援交付金事業（東丸山団地
ほか１団地）

１，７６８万円

市営住宅環境整備事業（三谷団地） １，０８４万円

がん検診事業（胃がん、子宮がん、肺
がん、大腸がん、乳がん、前立腺がん）

４，１４７万円

国民健康保険特定健康診査等事業（メ
タボリックシンドローム診査）

３，８００万円

予防接種事業（子宮頸がん、ヒブ、小
児用肺炎球菌等）

１億７，６４８万円

保育所運営事業 ７億５，４４８万円

放課後児童健全育成事業 ２，５４３万円

妊婦及び乳児健康診査事業 ４，６９１万円

子ども手当・児童手当事業 １１億５，２９０万円

子ども医療費助成事業 ２億５，３７８万円

事　　業　　名 決　算　額

障害者自立支援給付事業 ４億６，１３９万円

施設介護サービス給付事業 ２４億５，７３２万円

重度心身障害者等医療費助成事業 ２億７，６６４万円

生活保護扶助事業 ４億２，５６１万円

後期高齢者医療事業 ７億３，６５９万円

中部中学校改築事業 ３億３，８２９万円

小・中学校外国語指導助手設置事業 ２，００２万円

公民館運営事業 ６，４０８万円

日本学生トライアスロン選手権大会
開催事業

６３４万円

住宅用太陽光発電システム設置整備
事業

１，４２０万円

元気地域商品券発行補助事業 １，６００万円

水道新設改良事業 ２億５，２９７万円

水道老朽配水管改良事業 １億４，６３７万円

公共下水道事業（下水道管敷設ほか） ３億１，４５１万円

下水第１ポンプ場災害復旧事業 ５，７６８万円

浄化槽設置整備事業 １億１４３万円

ごみ処理委託事業 ３億１，７１１万円

し尿処理施設維持管理事業 １億３９３万円

単独県費補助土地改良事業 ６，２５８万円

農山漁村活性化プロジェクト支援交
付金事業（花稲野田地区）

５，２１５万円

健全化判断比率の状況

特別会計の名称
平成２２年度

決算
平成２３年度

決算
経営健全化

基準

水　道　事　業 ― ―

 ２０．０ 
航　路　事　業 ― ―

公共下水道事業 ― ―

農業集落排水事業 ― ―

（単位：％）

（単位：％）資金不足比率の状況

※資金不足比率は、全会計とも資金不足額がないため、「―」と表示しています。

健 全 化 判 断 比 率 平成２２年度
決算

平成２３年度
決算

早期健全化
基準

（黄信号）

財政再生
基準

（赤信号）

実質赤字比率
（一般会計等の赤字の程度を
みる指標）

赤字なし 赤字なし １２．７２ ２０．００ 

連結実質赤字比率
（一般会計等及び公営企業会
計を含めた市全体の赤字の
程度をみる指標）

赤字なし 赤字なし １７．７２ ３０．００ 

実質公債費比率
（市全体と一部事務組合を含
めた公債費（借入金の支払
い）の標準財政規模に対す
る割合をみる指標）

１３．６ １２．８ ２５．０ ３５．０ 

将来負担比率
（市全体と一部事務組合、公
社・出資法人などを含めた
将来的な負担の標準財政規
模に対する割合をみる指標）

１２６．１ １１０．２ ３５０．０ 
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新
庁
舎
・
新
市
民
会
館
建
設
後
の
財
政
負
担
は
ど
う
な
る
の
？

※上図は、平成２８年度以降の地方債の借入額を臨時財政対策債１２億円、
その他の地方債８億円と仮定しています。

総
務
課
財
政
係

　
☎
２３

−

３
９
０
０

　
市
で
は
現
在
、
新
庁
舎
と
新
市
民
会

館
の
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
ら
が
今
後
の
財
政
運
営
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
試
算
し
ま
し
た
。

　
平
成
２４
年
度
末
の
地
方
債
現
在
高
は

約
３
２
５
億
円
の
見
込
み
で
す
。
新
庁

舎
や
新
市
民
会
館
の
建
設
事
業
が
終
了

す
る
平
成
２７
年
度
末
に
は
、
約
７０
億
円

増
加
し
て
約
４
０
０
億
円
に
達
す
る
見

込
み
で
す
。
こ
の
内
訳
は
、
合
併
特
例

債
と
臨
時
財
政
対
策
債
が
約
８
割
を
占

め
、
そ
の
償
還
費
用
の
大
部
分
が
国
か

ら
の
地
方
交
付
税
で
補
て
ん
さ
れ
る
た

め
、
市
の
財
政
負
担
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

平
成
２８
年
度
以
降
は
地
方
債
現
在
高
が

年
々
減
少
し
、
平
成
４０
年
度
末
ま
で
に

は
約
１
２
０
億
円
減
少
し
て
約
２
８
０

億
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　
地
方
債
の
償
還
も
、
平
成
３１
年
度
か

ら
平
成
３４
年
度
に
か
け
て
増
加
傾
向
に

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
は
、
現
在
の

償
還
額
と
同
程
度
に
推
移
す
る
見
込
み

な
の
で
、
将
来
の
財
政
負
担
へ
の
影
響

は
少
な
い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
財
政
の
健
全
性
を
示
す
指
標
で
あ
る

実
質
公
債
費
比
率
は
、
地
方
債
の
償
還

と
同
様
、
平
成
３１
年
度
か
ら
平
成
３４
年

度
に
か
け
て
上
昇
す
る
見
込
み
で
す
が
、

国
が
定
め
る
早
期
健
全
化
基
準
の
２５
％

に
近
づ
く
こ
と
は
な
く
、
１４
％
前
後
で

推
移
す
る
見
込
み
で
す
。

　
財
政
の
硬
直
化
を
示
す
経
常
収
支
比

率
も
同
様
に
、
平
成
３５
年
度
以
降
は
、

９１
％
前
後
で
推
移
す
る
見
込
み
で
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
新
庁
舎
と
新
市

民
会
館
の
建
設
事
業
実
施
後
も
、
本
市

は
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
維
持
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
行
財

政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
方

債
の
新
規
発
行
を
抑
制
す
る
な
ど
、
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

地
方
債
の
現
在
高
・
償
還
額
の
推
移

財
政
指
標
の
推
移

事 　 業
事業費

（見込み）
市債発行額
（見込み）

新 庁 舎
４０億円

（うち１０億円は
基金を充当）

２８億円

新市民会館
５６億円

（うち１０億円は
国の補助）

４３億円

合 　 計 ９６億円 ７１億円

地方債現在高（億円）

実質公債費比率
（％）　　

経常収支比率
　　　（％）

元利償還額（億円）地方債の現在高及び元利償還額の推移

実質公債費比率・経常収支比率の推移

合併特例債　　　　　臨時財政対策債　　　　　その他の地方債　　　　　元利償還額

実質公債費比率　　　　　　経常収支比率
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新市民会館完成
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水道事業を公表します

市有財産の売り払い

「水は限りある資源です
　　　　　　大切に使いましょう」

水道局　☎２５−５２１１

○平成２３年度末の状況
給水人口　６万３，２４３人
給水戸数　２万３，６６９戸
普及率　　９９．１％
年間総配水量　　８８５万５，０９２立方メートル
一日平均配水量　　　２万４，１９４立方メートル
年間有収水量　　７３７万８，８９２立方メートル
一日平均有収水量　２万　　１６１立方メートル

○香川用水の受水状況
年間受水量　　　５２９万８，０９１立方メートル
一日平均　　　　　　１万４，４７６立方メートル

（総配水量の５９．８％にあたり、受水費は総費用の
２７．６％を占めています）

収

　
入

給水収益 １，４３３，０３６ ９７．５％
受託工事収益 １２，６３３ ０．９％
分担金・その他 ２３，４３６ １．６％

合　　　計 １，４６９，１０５ １００．０％

支

　
　
　
出

人件費 ２０８，１０９ １６．０％
物件費 ２４１，０１９ １８．６％
動力費 ３９，６６６ ３．１％
薬品費 ５，９３０ ０．５％
受水費 ３５７，２２６ ２７．５％
減価償却費 ３４０，８７４ ２６．３％
資産減耗費 ４，７８９ ０．４％
支払利息 ５９，７４３ ４．６％
その他 ３９，５０５ ３．０％

合　　　計 １，２９６，８６１ １００．０％

○新設改良事業
国道１１号（出作交差点）他１線、市道上杉林石砂
線および市道粟屋堂之岡線に配水管を布設

○渇水対策事業　丸山水源地新規水源調査を実施
○老朽配水管改良工事

市道出作田井天神線他２線、市道関谷本村線およ
び市道中村東線等を実施

○耐震化事業　茂木浄水場耐震診断調査を実施

次の市有財産を一般競争入札により売却します。

申込期間　１１月１２日（月）～２６日（月）（土・日曜日、祝日は除く）
注　　意　入札申込書に添付する書類が必要です。事前に問い合わせてください。
問い合わせ先　総務課管財契約係　☎２３−３９００

■土　地
所 　 在 　 地　豊浜町和田浜字北岡７４９番地１（旧姫浜分団消防屯所）
地　　　　目　宅地
地　　　　積　９０．６９㎡
指 定 用 途　宅地、事業所用地または駐車場用地
入 札 期 日　１１月２８日（水）午後１時３０分から
入 札 場 所　電算センター３階コンピュータ会議室
入 札 保 証 金　入札価格の１００分の５以上の入札保証金
　　　　　　　（２４万円以上）を入札前までに納入
資 格 要 件　市内に住所または事業所を有する者
最低売却価格　４８０万円
注　　　　意　建物付きの現状渡しです

■車　両
入 札 物 件　消防車１台
入 札 期 日　１１月２８日（水）午後１時４５分から
入 札 場 所　電算センター３階コンピュータ会議室
入 札 保 証 金　免除
最低売却価格　６５，０００円

平成２３年度決算

主な建設改良工事

平成２３年度収支状況 （単位：千円）

貸 借 対 照 表 平成２４年３月３１日現在 （単位：千円）

・固定資産　　⑴有形固定資産　
 　　　⑵無形固定資産 
 　　固定資産合計　
・流動資産　　⑴現金及び預金等 
 　　　⑵貯蔵品
 　　　⑶その他流動資産
　　　　　　流動資産合計
　　　　　資　産　合　計

・固定負債　　⑴引当金　
　　　　　　固定負債合計
・流動負債　　⑴未払金
　　　　　　　⑵預り金等 
　　　　　　流動負債合計
　　　　　負　債　合　計

・資本金　　　⑴自己資本金 
 　　　⑵借入資本金 
 　　資本金合計 
・剰余金　　　⑴資本剰余金 
 　　　⑵利益剰余金
 　　剰余金合計 
　　　　　資　本　合　計
　　　負　債　資　本　合　計

８，８７２，７１２
８１

８，８７２，７９３
２，３２３，７７８

８，３１１
１，０００

２，３３３，０８９
１１，２０５，８８２

３６０，９１２
３６０，９１２
１９５，１１４

４，３４８
１９９，４６２
５６０，３７４

４，５１６，６５４
２，１７８，３３４
６，６９４，９８８
２，３１１，５０４
１，６３９，０１６
３，９５０，５２０

１０，６４５，５０８
１１，２０５，８８２

資

産

の

部

負

債

の

部

資

本

の

部
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正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

市
民
の
人
権
・
同
和
に
関
す
る
意
識
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
ハ
ン
セ
ン
病
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
な
ど
の
人
権セ

ン
病
や
エ
イ
ズ
を
は
じ
め
と

す
る
感
染
症
に
対
す
る
理
解
は

不
十
分
で
、
感
染
者
や
回
復
者

が
宿
泊
を
拒
否
さ
れ
た
り
、
嫌

が
ら
せ
を
さ
れ
た
り
な
ど
の
人

権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返

さ
れ
な
い
よ
う
、
本
人
や
家
族

の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見
と
差

別
の
解
消
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
、

感
染
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識

と
理
解
を
深
め
、
啓
発
に
努
め

て
、
と
も
に
歩
ん
で
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
伝
染
力
の

弱
い
感
染
症
で
す
が
、
昭
和
６

年
に
は
、
ら
い
予
防
法
で
患
者

を
療
養
所
へ
強
制
隔
離
す
る
政

策
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
１８

年
に
、
特
効
薬
で
あ
る
プ
ロ
ミ

ン
と
い
う
薬
が
開
発
さ
れ
治
癒

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
も
隔
離
政
策
は
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
平
成
８
年
、
ら
い
予

防
法
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
５０

年
余
り
、
患
者
や
そ
の
家
族
は
、

社
会
か
ら
隔
絶
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
奪

わ
れ
た
状
態
に
置
か
れ
て
き
た

の
で
す
。

　
ま
た
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
は
エ
イ
ズ

ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
で
、
感
染
す

る
と
免
疫
力
が
低
下
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
病
気
に
か
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
が
、

ウ
イ
ル
ス
の
潜
伏
期
間
を
経
て
、

エ
イ
ズ
指
標
疾
患
の
発
症
と
診

断
さ
れ
る
と
、
エ
イ
ズ
患
者
に

な
り
ま
す
。
近
年
は
日
本
で
も
、

感
染
者
数
が
年
々
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
が
、
ハ
ン

セ
ン
病
と
同
様
、
周
囲
の
正
し

い
理
解
が
あ
れ
ば
日
常
生
活
を

と
も
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
今
な
お
、
社
会
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
つ
い
て
、

正
し
い
知
識
と
理
解
が
十
分
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
特
に
、
ハ
ン

おめでとう
　　　ございます

平成２３年度
　　人権作品優秀賞

大野原中学校３年（平成２３年度）
石川　佳那さん

大野原小学校６年
合田　彩夏さん

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
女

性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の

人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の

で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形

成
し
て
い
く
上
で
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
で

す
。

　
内
閣
府
で
は
、
毎
年
１１
月
１２

日
か
ら
２５
日
（
女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
国
際
日
）
ま
で
の
２

週
間
を
「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
」
期
間
と
し
て

い
ま
す
。
平
成
２４
年
４
月
に
報

告
さ
れ
た
内
閣
府
の
「
男
女
間

に
お
け
る
暴
力
に
関
す
る
調
査

報
告
書
」
に
よ
る
と
、
女
性
の

約
３
人
に
１
人
は
配
偶
者
か
ら
、

約
１０
人
に
１
人
は
交
際
相
手
か

ら
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
半
数
近
く
が

ど
こ
に
も
相
談
し
て
い
な
い
と

い
う
現
状
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
相
談
窓
口
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
に
、
下
記
の
機
関
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

★
市
家
庭
児
童
相
談
室

（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
５
７

月
～
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

★
香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ

ン
タ
ー
（
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
８
７

−

８
３
５

−

３
２
１
１

月
～
土
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

Ｅ
メ
ー
ル
相
談

h
ttp://w

w
w

.pref.kagaw
a.jp/

k
o
so

d
a
te/jo

sei/m
a
il/

★
香
川
県
警
察
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

☎
♯
９
１
１
０
（
全
国
共
通

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
８
７

−

８
３
１

−

０
１
１
０

最
寄
り
の
警
察
署
で
も
相
談

可
。
緊
急
の
場
合
は
一
一
〇

番
へ

男
女
共
同
参
画

１１
月
１２
日
～
２５
日
は

　
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

詫 間 　 茂
（民政クラブ）

●胃がん予防について
・市街地の公衆トイレについて
・健康寿命を延ばす方策について
・幼稚園・保育所の教育現況について
・海の家について

黒川健太郎
（民政クラブ）

・中小企業振興対策と後継者の育成について
●学校内でのいじめ対策について

大 平 直 昭
（民政クラブ）

・新市民会館について
●第三子以降保育料無料化について

高 橋 照 雄
（無  所  属） ●防災について

大久保隆敏
（市民クラブ） ●投票時間について

立 石 隆 男
（民政クラブ）

●農業施策について
・入札制度について

安 藤 忠 明
（公　明　党）

●大地震の対応と対策について
・液状化対策について

篠 原 重 寿
（社会民主党）

・財政運営について
●ＴＰＰと地方自治について
・通学路の安全対策について

石 山 秀 和
（ 公 明 党 ）

・熱中症対策について
・住宅用太陽光発電設置件数の推移と国内クレ

ジット制度について
・本市の特産品とトップセールスについて
●いじめ問題について

安 藤 清 高
（日本共産党）

・公共施設建設の財源と合併特例債について
・民間住宅耐震対策支援事業について
●景気・雇用対策としての「住宅リフォーム助

成制度」創設について
・やまびこテレフォンについて
・小・中学校での「いじめ」の対応について

友 枝 俊 陽
（市民フォーラム）

●市営住宅の耐震改修と管理運営について
・徳育教育について

原 　 俊 博
（市民フォーラム）

・市職員採用について
●社会資本整備交付金計画書について
・障害者の社会参画について

安 藤 康 次
（民政クラブ）

●統合教育施設について
・市の「コンパクトなまちづくり」について

伊 丹 準 二
（民政クラブ）

●危機管理について
・瀬戸内国際芸術祭への対応について
・市民会館について
・まちづくりについて
・入札方法について

五 味 伸 亮
（市民フォーラム）

・室本港の高潮対策事業の進捗状況について
・県道２１号線、高屋・八幡区間における街路灯

整備の要望について
・中小企業振興基本条例の制定と若年層の雇用

改善について
●中央七間橋線二期工事について
・いりこ課の創設と生産者の自立支援について

９月定例会の主な内容

４日招集・会期２４日間

平成２３年度決算の認定
一般会計補正予算など原案可決

　平成２４年第３回定例会が９月４日招集され、

２７日までの２４日間の会期で開かれました。

　白川市長から各会計の平成２３年度の決算の

認定１３件と、歳入・歳出予算の総額に６億９，

０１０万４千円を追加し、総額を２５０億４，８７

４万５千円とする一般会計補正予算や、特別

会計補正予算などが６件、条例改正が１件、

工事請負契約の締結が３件など、計３０議案が

提出され議案の提案理由の説明がありました。

　１０・１１日の２日間一般質問が行われ市当局

の考えをただしました。

　議案は決算審査特別委員会及び各常任委員

会に付託され、１２日から２１日にかけて慎重に

審議を行いました。

　また、最終日の２７日、追加議案として観音

寺市長及び副市長の給料の特例に関する条例

の一部改正についての１議案が提出され、た

だちに総務常任委員会に付託、慎重に審議を

行いました。

　本会議では、各常任委員会の委員長から付

託された議案などの審議結果の報告があり、

採決の結果すべての市長提出議案を原案のと

おり認定・同意・可決しました。

　新たに上提された陳情１件と、継続審査と

なっていた陳情１件の審査が行われました。

　なお、議案および陳情などの審議結果は、

１５ページ「審議した議案等とその結果」のと

おりです。

　また、議会提出として意見書案１件が可決

されました。

一般質問項目表個人質問

●印については、質問と答弁の内容を次ページ以降に掲載しています。

９月定例会で次のとおり
委員の推薦に同意しました

○ 人権擁護委員　森脇　豊子　　柞田町

　　　　　　　　石川　昌幸　　豊浜町

　　　　　　　　川上　裕子　　豊浜町
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

て
本
市
は
同
じ
く
法
に
基
づ
き
、

こ
の
計
画
を
実
施
す
る
責
務
を

有
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

計
画
で
は
、
統
合
小
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
所
の
建
設
地
で
あ

る
ク
ラ
ボ
ウ
跡
地
は
津
波
浸
水

予
想
地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
教
育
施
設
の
一
階
床
面
が
津

波
浸
水
予
想
最
高
水
面
よ
り
低

く
、
水
没
す
る
設
計
に
な
っ
て

い
る
。
建
物
の
周
囲
は
津
波
浸

水
に
囲
ま
れ
孤
立
化
し
、
危
機

状
態
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
正
に
、
危
機
管
理
体
制
が

必
要
な
事
象
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の

か
お
伺
い
す
る
。

　
　
　
レ
ベ
ル
２
の
津
波
が
押

し
寄
せ
れ
ば
命
を
守
る
た
め
、

逃
げ
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
。

ハ
ー
ド
対
策
に
つ
い
て
は
限
界

が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
逃
げ
る
、

命
を
守
る
対
策
に
つ
い
て
は
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
、
両
面
と
も

行
政
と
し
て
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
く
。

　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会
に
来

年
の
秋
に
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う

市
長
・
市
議
会
選
挙
の
同
時
選

挙
に
お
け
る
投
票
時
間
の
繰
り

り
、
全
国
で
年
間
約
５
万
人
近

く
の
方
が
胃
が
ん
で
亡
く
な
ら

れ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
ピ
ロ
リ
菌
に
対

す
る
意
識
の
普
及
啓
発
を
行
う

た
め
胃
が
ん
検
診
の
問
診
票
に

「
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
治
療
を
受

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
の

項
目
を
追
加
し
て
い
る
。

　
現
在
の
保
険
制
度
で
は
、
治

療
を
目
的
と
し
て
、
検
査
を
実

施
す
る
場
合
は
保
険
適
用
と
な

る
。

　
　
　
滋
賀
県
や
埼
玉
県
で
は

中
学
校
で
の
陰
湿
な
い
じ
め
が

原
因
で
、
尊
い
生
命
が
失
わ
れ

て
い
る
。
国
及
び
文
部
科
学
省

に
お
い
て
も
こ
の
事
件
に
関
し

て
は
大
変
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て
、
市
の

教
育
委
員
会
は
予
防
策
を
ど
の

よ
う
な
方
法
で
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
伺
う
。

　
　
　
学
校
で
は
「
い
じ
め
は

ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど
の
学
校

で
も
起
こ
り
得
る
も
の
」
と
い

う
基
本
認
識
の
も
と
、
子
ど
も

を
見
守
り
、
安
全
安
心
な
学
校

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
際
、
発
生
し
た
い
じ
め
問

題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
何
よ

り
も
い
じ
め
の
早
期
発
見
、
早

期
対
応
が
大
切
と
な
る
。
教
職

員
は
日
頃
か
ら
子
ど
も
と
の
触

れ
合
い
の
時
間
を
多
く
し
、
日

常
的
な
観
察
な
ど
を
通
し
て
い

じ
め
を
見
抜
く
感
覚
を
身
に
つ

け
る
と
共
に
、
子
ど
も
が
困
っ

て
い
る
こ
と
を
訴
え
や
す
い
人

間
関
係
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　
い
じ
め
問
題
発
生
の
際
に
は
、

教
職
員
間
の
共
通
理
解
、
情
報

の
共
有
化
、
組
織
的
な
対
応
を

図
る
こ
と
が
必
要
。
教
育
委
員

会
と
し
て
は
各
種
研
修
会
を
通

じ
て
、
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
、

ま
た
発
生
時
の
対
応
な
ど
に
つ

い
て
指
導
を
し
て
い
る
。

　
　
　
「
第
三
子
以
降
保
育
料

無
料
化
」
に
つ
い
て
は
、
本
市

に
お
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
現
在
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
認
可
外
保
育
園
、
３
歳
以
上

の
児
童
も
対
象
に
す
る
な
ど
、

先
進
地
を
参
考
に
し
て
、
子
育

て
支
援
事
業
を
さ
ら
に
拡
大
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
本
市
で
は
、
保
育
所
に

お
い
て
、
扶
養
す
る
子
が
３
人

以
上
い
る
世
帯
の
出
生
順
位
が

第
３
位
以
降
で
あ
る
３
歳
未
満

児
の
保
育
料
の
み
を
免
除
、
扶

養
す
る
子
が
３
人
以
上
い
る
世

帯
で
、
そ
の
全
員
が
就
学
前
児

童
で
出
生
順
位
が
第
３
位
以
降

の
保
育
料
の
み
を
免
除
、
ま
た

同
一
世
帯
か
ら
保
育
所
の
ほ
か

に
幼
稚
園
な
ど
を
利
用
し
て
い

る
兄
姉
が
い
る
２
人
目
以
降
の

児
童
が
入
所
し
て
い
る
場
合
も

２
人
目
の
保
育
料
の
額
を
半
額

と
し
て
い
る
。

　
認
可
外
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

児
童
の
入
所
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
県
内
１
市
３
町
に
お
い
て
、

出
生
順
位
が
第
３
位
以
降
の
児

童
が
３
歳
以
上
児
の
場
合
や
４

歳
未
満
児
の
場
合
に
半
額
や
無

料
化
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い

て
も
、
今
後
、
少
子
化
問
題
の

取
り
組
み
と
し
て
、
子
育
て
支

援
事
業
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
災
害
に
つ
い
て
災
害
対

策
基
本
法
が
あ
る
。
こ
の
法
に

基
づ
き
観
音
寺
市
地
域
防
災
計

画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

　
　
　
最
近
で
は
胃
が
ん
の
最

も
重
要
な
原
因
は
、
ピ
ロ
リ
菌

感
染
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

ピ
ロ
リ
菌
を
胃
か
ら
排
除
す
る

と
胃
が
ん
予
防
に
つ
な
が
り
、

こ
の
除
菌
療
法
は
急
速
に
普
及

し
つ
つ
あ
る
。

　
ピ
ロ
リ
菌
の
有
無
は
、
呼
気

検
査
と
い
う
簡
単
な
方
法
で
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
市
と

し
て
少
し
で
も
多
く
の
人
達
に

検
査
を
受
け
る
よ
う
啓
発
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
、
検
査
と
除

菌
治
療
の
保
険
適
用
が
で
き
る

よ
う
に
な
ら
な
い
か
を
お
伺
い

す
る
。　

　
　
国
民
の
半
数
の
約
６
、

０
０
０
万
人
が
ピ
ロ
リ
菌
に
感

染
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お

答
弁

質
問

　
  質 

問
答
弁

と

個
人
質
問

詫
間 　

茂

胃
が
ん
予
防
つ
い
て

黒
川
健
太
郎

大
平　

直
昭

学
校
内
で
の
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

第
三
子
以
降
保
育
料
無
料
化

に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

高
橋　

照
雄

防
災
に
つ
い
て

質
問

大
久
保
隆
敏

投
票
時
間
に
つ
い
て

質
問

答
弁
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

で
地
元
業
者
へ
の
受
注
機
会
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
、
地
域
経
済

と
雇
用
に
も
大
き
な
影
響
が
出

る
。
②
平
成
２３
年
度
の
物
品
購

入
は
消
防
ポ
ン
プ
車
な
ど
３
件

を
県
内
業
者
と
契
約
。
合
併
後

の
公
共
事
業
は
、
斎
場
建
設
と

中
部
中
学
校
建
設
事
業
の
２
件
。

③
本
市
は
第
一
次
産
業
の
農
林

水
産
業
が
基
本
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
こ
の
た
め
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ

い
て
は
反
対
の
姿
勢
で
こ
れ
か

ら
も
貫
い
て
い
き
た
い
。

　
　
　
子
供
を
安
心
し
て
学
校

に
通
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
本
市
で
は

日
常
ど
の
よ
う
な
対
策
が
と
ら

れ
て
い
る
か
。
①
保
護
者
へ
の

周
知
は
。
②
い
じ
め
の
兆
候
を

発
見
で
き
る
体
制
は
。
③
被
害

者
の
保
護
、
加
害
者
へ
の
措
置
、

心
の
ケ
ア
、
再
発
防
止
の
措
置

は
。
④
教
職
員
数
の
増
加
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
充
実

は
。

　
　
　
農
業
の
現
状
と
施
策
に

つ
い
て
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺

う
。

　
①
農
家
数
や
農
業
従
事
者
数

な
ど
の
現
状
に
つ
い
て
②
農
業

衰
退
の
原
因
や
衰
退
に
よ
っ
て

生
じ
る
問
題
に
つ
い
て
③
国
や

県
の
農
業
者
育
成
や
農
山
村
振

興
の
事
業
に
つ
い
て
④
当
市
の

農
業
支
援
策
に
つ
い
て
⑤
農
業

支
援
策
の
周
知
に
つ
い
て
事
業

の
周
知
と
支
援
策
の
充
実
を
お

願
い
す
る
。

　
　
　
①
農
業
セ
ン
サ
ス
の
県

内
状
況
は
、
平
成
７
年
か
ら
１５

年
間
で
、
農
家
戸
数
７
５
７
戸
、

農
業
従
事
者
数
２
、
９
６
９
人
、

耕
地
面
積
８
５
０
ｈａ
減
少
し
て

い
る
。
②
農
業
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄

地
の
増
加
、
有
害
鳥
獣
被
害
に

加
え
て
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生

し
て
食
糧
自
給
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
③
担
い
手
支
援

事
業
、
新
規
就
農
者
支
援
事
業
、

集
落
営
農
支
援
事
業
、
６
次
産

業
化
支
援
事
業
な
ど
が
あ
る
。

④
利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
、

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
事
業
、

農
地
集
積
支
援
事
業
、
生
活
改

善
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
事
業
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。
⑤
広
報
、

Ｊ
Ａ
、
農
業
委
員
会
な
ど
で
周

知
し
て
い
る
。
今
後
、
Ｈ
Ｐ
な

ど
の
活
用
も
検
討
す
る
と
と
も

に
各
種
事
業
に
つ
い
て
精
査
し

た
い
。　

　
　
８
月
２９
日
に
内
閣
府
が

発
表
し
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

被
害
想
定
に
よ
る
と
死
者
は
３２

万
人
を
超
え
、
倒
壊
家
屋
は
２

４
０
万
棟
に
迫
る
と
の
発
表
で

あ
っ
た
。
本
市
の
被
害
想
定
と

対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

　
　
　
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地

震
モ
デ
ル
検
討
会
が
公
表
し
た

被
害
想
定
で
は
、
最
悪
で
県
内

に
お
け
る
死
者
は
約
３
、
５
０

０
人
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
早
期
避
難
率
が
高
い
場
合

に
は
死
者
は
９０
人
に
減
ず
る
こ

と
が
出
来
る
と
の
予
測
も
出
て

い
る
。
県
内
の
建
物
被
害
は
５

万
５
千
棟
が
全
壊
す
る
と
の
予

測
で
あ
る
。
対
策
に
つ
い
て
は

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、

人
命
救
助
に
重
点
を
置
き
応
急

復
旧
・
復
興
業
務
に
あ
た
る
。

ま
た
、
自
助
や
共
助
が
人
命
を

救
い
、
減
災
に
つ
な
げ
る
た
め

の
大
き
な
力
に
な
る
。
緊
急
地

震
速
報
に
つ
い
て
も
整
備
を
予

定
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
防
災
無

線
に
よ
っ
て
、
地
震
の
揺
れ
が

生
じ
る
前
に
発
生
を
市
民
に
お

知
ら
せ
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
参
加
の
影
響
を
う
け
る

の
は
市
民
。
市
の
役
割
は
市
民

の
安
心
・
安
全
を
守
る
こ
と
を

ふ
ま
え
、
以
下
伺
う
。

　
①
２１
分
野
の
中
に
「
政
府
調

達
」
が
あ
る
。
市
が
物
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
購
入
時
に
外
国
企
業

の
参
入
と
な
っ
た
場
合
の
影
響

は
。
②
物
品
購
入
で
６
３
０
万
、

建
設
事
業
は
６
億
３
千
万
円
以

上
が
対
象
と
予
測
さ
れ
る
。
こ

の
額
を
超
え
る
過
去
の
契
約
件

数
は
。
③
海
外
の
参
入
は
、
発

注
関
係
書
類
で
英
語
表
記
が
求

め
ら
れ
る
な
ど
事
務
量
が
増
え
、

余
分
な
税
金
投
入
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
地
元
企
業
優
先
の
条
件

は
、
海
外
か
ら
の
訴
訟
の
恐
れ

も
あ
る
。
市
と
し
て
も
反
対
の

意
思
表
示
が
必
要
で
は
。

　
　
　
①
政
府
調
達
の
見
直
し

は
、
物
品
購
入
や
、
建
設
部
門

上
げ
、
す
な
わ
ち
現
行
の
午
前

７
時
か
ら
午
後
８
時
を
午
前
７

時
か
ら
午
後
６
時
に
変
更
す
る

こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

今
日
社
会
は
大
き
く
変
化
し
て

い
る
。
特
に
東
日
本
大
震
災
後

多
く
の
市
民
は
節
約
・
節
電
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成
９
年

１２
月
投
票
率
ア
ッ
プ
を
目
指
し

投
票
時
間
が
２
時
間
延
長
さ
れ

現
行
の
午
後
８
時
に
な
っ
た
。

し
か
し
本
市
に
お
い
て
は
成
果

は
出
て
い
な
い
。
２
時
間
繰
り

上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
１
５
５

万
円
の
経
費
削
減
や
節
電
に
な

る
。
国
・
県
に
よ
る
と
市
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
決
め
た
ら
よ

い
。
仮
に
２
時
間
繰
上
げ
を
し

て
も
法
的
に
問
題
な
し
。
よ
っ

て
、
選
挙
は
有
効
と
の
見
解
で

あ
る
。
市
民
の
多
く
が
望
ん
で

い
る
繰
り
上
げ
投
票
を
実
施
す

べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　
法
で
定
め
る
開
閉
時
間

の
変
更
に
関
す
る
特
別
な
事
情

に
該
当
さ
れ
な
い
た
め
、
市
全

体
の
投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
は

で
き
な
い
。

　
ま
た
、
一
人
で
も
多
く
の
人

に
投
票
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

法
に
基
づ
き
選
挙
の
執
行
を
行

う
。

答
弁

答
弁

答
弁

石
山　

秀
和

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

質
問

答
弁

篠
原　

重
寿

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
地
方
自
治
に
つ
い
て

質
問

質
問

安
藤　

忠
明

大
地
震
の
対
応
と
対
策
に
つ
い
て

立
石　

隆
男

質
問

農
業
施
策
に
つ
い
て
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

　
　
　
①
家
庭
と
の
連
絡
を
密

に
し
、
解
決
に
あ
た
る
。
②
校

長
、
職
員
会
、
生
徒
指
導
会
、

学
年
団
会
な
ど
緊
密
な
情
報
交

換
を
図
り
、
組
織
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
③
大
事
な
こ
と
は
、

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
児
童
・
生

徒
を
徹
底
し
て
守
り
通
す
姿
勢

を
示
す
。
心
の
触
れ
合
い
を
通

し
て
、
養
護
教
員
や
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
④
県
教
委
か

ら
の
派
遣
職
員
は
、
小
中
学
校

で
６
名
、
市
単
独
で
は
、
特
別

支
援
教
育
支
援
員
を
２９
名
配
置

し
、
生
活
指
導
な
ど
に
も
関
わ

っ
て
い
る
。
市
内
全
中
学
校
、

市
内
５
校
の
小
学
校
に
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
定
期
配
置

し
、
他
校
で
も
利
用
可
能
と
し

て
い
る
。

　
　
　
住
環
境
の
整
備
や
地
域

経
済
対
策
な
ど
を
目
的
と
し
た

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」

は
家
を
増
改
築
、
修
繕
な
ど
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
と
き
に
、

地
元
業
者
の
各
種
の
リ
フ
ォ
ー

安
藤　

清
高

景
気
・
雇
用
対
策
と
し
て
の

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」

　
　
　
　
　
　
創
設
に
つ
い
て

質
問

ム
工
事
に
対
し
て
、
一
定
の
条

件
で
自
治
体
か
ら
助
成
金
の
補

助
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
市
内

地
元
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
関
連

業
者
に
対
し
て
は
仕
事
起
し
に
、

ま
た
、
市
内
地
域
住
民
に
対
し

て
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
と

な
る
。
全
国
で
５
３
３
自
治
体

に
広
が
っ
て
い
る
制
度
で
あ
る
。

香
川
県
内
で
も
さ
ぬ
き
市
が
、

耐
震
改
修
と
も
セ
ッ
ト
で
使
え

る
よ
う
に
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
。
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た

め
に
も
緊
急
の
景
気
雇
用
対
策

と
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
創
設
を
提
案
し
、
お
伺

い
す
る
。

　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
に
つ
い
て
は
、
地
域
経
済

の
活
性
化
が
図
れ
る
も
の
と
し

て
、
制
度
の
整
備
を
進
め
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
香
川
県
、
ま
た

近
隣
市
町
の
取
り
組
み
の
動
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
市
営
住
宅
の
多
く
が
古

い
建
物
で
、
建
築
基
準
法
に
基

づ
く
耐
震
基
準
が
導
入
さ
れ
た

昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
住
宅
、
そ
れ
以
降
に

建
て
ら
れ
た
住
宅
は
い
く
つ
あ

る
の
か
。
地
震
や
台
風
な
ど
に

よ
り
市
営
住
宅
が
被
害
を
受
け

入
居
者
が
、
け
が
な
ど
を
し
た

場
合
の
責
任
は
。
市
営
住
宅
の

耐
震
改
修
な
ど
も
含
め
、
今
後

の
市
営
住
宅
の
運
営
管
理
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。　

　
　
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以

前
に
建
設
さ
れ
た
市
営
住
宅
は

１３
団
地
５
２
１
戸
、
そ
れ
以
降

に
建
設
さ
れ
た
住
宅
は
９
団
地

３
１
１
戸
で
あ
る
。
地
震
な
ど

に
よ
り
入
居
者
が
被
災
し
た
場

合
、
建
物
の
管
理
に
お
い
て
瑕

疵
が
あ
っ
た
場
合
に
は
民
法
上
、

建
物
の
所
有
者
が
責
任
を
負
う

こ
と
が
あ
り
、
市
も
責
任
は
免

れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
木
造
で

昭
和
５６
年
以
前
の
住
宅
は
、
募

集
停
止
、
入
居
者
に
は
転
居
を

促
し
て
い
る
。
市
営
住
宅
ス
ト

ッ
ク
総
合
活
用
計
画
に
従
い
住

環
境
整
備
を
順
次
進
め
て
、
来

年
度
に
は
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
し
、
今
後
１０
年
間
の
市
営
住

宅
需
要
量
の
推
計
、
検
討
を
行

い
良
質
ス
ト
ッ
ク
の
長
寿
命
化

及
び
入
居
者
の
安
全
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
①
社
会
資
本
総
合
整
備

計
画
の
概
要
に
事
前
評
価
・
事

後
評
価
が
あ
る
。
事
前
に
、
目

標
の
妥
当
性
計
画
の
効
果
・
効

率
性
・
計
画
の
実
現
可
能
性
な

ど
の
観
点
か
ら
客
観
的
に
検
討

し
、
こ
れ
を
公
表
と
あ
る
。
事

前
評
価
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
②
計
画
区
域
・
新
市
民
会

館
を
含
む
５３ 

ｈａ
内
の
８
つ
の
事

業
の
総
事
業
費
は
い
く
ら
に
な

る
の
か
。
③
市
民
会
館
建
設
用

地
の
外
周
部
の
計
画
に
つ
い
て

外
堀
を
じ
わ
じ
わ
埋
め
て
い
く

よ
う
な
計
画
で
な
く
、
全
体
計

画
を
協
議
で
き
る
よ
う
な
青
写

真
・
下
絵
を
早
く
出
す
。

　
　
　
①
本
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
前
協
議
書
の
提
出
が
必
要
な

く
、
国
土
交
通
省
と
事
前
に
計

画
に
つ
い
て
の
妥
当
性
や
適
格

性
を
詳
細
に
協
議
し
た
後
に
、

計
画
書
を
平
成
２４
年
３
月
８
日

に
提
出
。
新
市
民
会
館
建
設
を

中
心
と
し
た
内
容
で
あ
り
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
。
②
現
在

追
加
事
業
に
つ
き
、
精
査
調
整

中
で
あ
り
発
表
で
き
る
段
階
に

至
っ
て
い
な
い
。
③
基
本
計
画

・
基
本
設
計
を
進
め
る
中
で
、

協
議
を
重
ね
、
外
周
部
の
計
画

を
進
め
る
。

　
　
　
教
育
施
設
を
取
り
巻
く

諸
問
題
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

①
第
１
ポ
ン
プ
場
は
旧
市
内
の

雨
水
・
高
潮
な
ど
の
被
害
に
お

け
る
浸
水
を
処
理
す
る
生
命
線

で
あ
る
。
か
な
り
古
い
公
共
施

設
で
あ
る
が
、
耐
震
診
断
は
行

っ
た
の
か
。
②
港
橋
、
極
楽
橋

の
耐
震
は
ど
う
な
の
か
。
③
津

波
が
押
し
寄
せ
て
き
た
と
き
に

一
の
谷
川
水
門
は
閉
じ
る
の
か
、

開
け
る
の
か
。
④
手
動
で
あ
る

河
川
防
潮
壁
・
港
防
潮
壁
の
陸

閘
は
だ
れ
が
閉
め
る
の
か
。

　
　
　
①
耐
震
診
断
は
実
施
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
災
害
復
旧
工

事
完
了
後
に
行
い
た
い
。
②
港

橋
は
県
管
理
の
橋
梁
で
、
平
成

２０
年
に
耐
震
対
策
が
完
了
し
て

い
る
。
極
楽
橋
に
つ
い
て
は
、

昭
和
８
年
に
架
け
ら
れ
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
自
転
車
・
歩

行
者
専
用
道
路
と
し
て
の
利
用

も
視
野
に
い
れ
た
補
修
を
考
え

た
い
。
③
県
と
協
議
し
て
対
応

し
て
い
く
。
④
海
防
団
と
の
間

に
取
り
決
め
が
あ
る
が
、県
・
市

と
も
に
協
力
し
て
対
応
し
た
い
。

答
弁

答
弁

安
藤　

康
次

統
合
教
育
施
設
に
つ
い
て

質
問

原 　

俊
博

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

計
画
書
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

友
枝　

俊
陽

市
営
住
宅
の
耐
震
改
修
と
管
理

運
営
に
つ
い
て

質
問
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　
中
央
七
間
橋
線
二
期
工

事
（
青
柳
部
分
）
に
つ
い
て
、

多
く
の
市
民
の
方
に
反
対
だ
と

い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

過
剰
に
反
対
さ
れ
る
方
も
少
な

く
な
い
。
反
対
さ
れ
て
い
る
方

に
納
得
し
て
も
ら
え
る
だ
け
の
、

一
期
工
事
（
柳
町
部
分
）
の
総

括
が
必
要
だ
と
思
う
。
そ
し
て

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
コ
ン
セ
プ

ト
を
作
成
し
、
事
業
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
、
至
っ

て
普
通
の
質
問
。
市
街
地
に
市

民
会
館
を
移
転
と
い
う
事
例
は
、

全
国
で
も
珍
し
く
、
本
市
独
自

の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
、
し
っ

か
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま
た
、

事
業
の
推
進
に
お
い
て
は
市
民

の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
単
な

る
道
路
拡
幅
で
は
な
く
、
い
ろ

ん
な
思
い
を
含
ん
だ
、
深
い
事

業
だ
と
思
う
の
で
、
一
期
工
事

の
総
括
を
生
か
し
た
二
期
工
事

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
、
当
局
の
姿
勢
を
伺
う
。

　
　
　
批
判
は
あ
る
が
、
一
期

工
事
の
総
括
は
し
な
い
。
総
括

に
つ
い
て
は
整
備
計
画
路
線
の

開
通
後
と
な
る
。

議会の活性化および議員活動に活かすことを目的に、下記の内容で先進地視察を実施しました。

平成２４年７月９日（月）～１１日（水）

●島根県　大田市
①大田ブランド認証制度

　「ブランド産品の市認証制度」を活発に行い、市の
活性化に大きく貢献している。年５品目程度認証商
品が誕生している。

②石見銀山を活用した観光行政
　平成１９年に世界遺産に登録され観光客が増加、あ
らゆる面に積極的に観光行政に取り組んでいる。

●島根県　出雲市
①出雲の真のブランド化事業

　出雲に愛着を覚えるアイデアや産品、サービスを
募集して市民が主役のブランド化推進を行っている。

②新エネルギー推進事業
　風力、バイオマス、太陽光、水素エネルギーの導
入・利用促進や新エネルギーに向けた取り組みを行
っている。

●島根県　雲南市
①軽トラック市出店参加促進による市内商店街活性化事業

　商店街を歩行者天国にし、軽トラックで朝市を開催。今後は、過疎地の「買い物
難民の所にも出向く事業も考えている。

●鳥取県　倉吉市
①街なみ環境事業

　街なみ環境事業による、小京都といわれる雰囲気を持つ、風情ある街なみを視察。
景観保全のための修理・修景などの工事には補助金制度がある。

②トイレからの街づくり
　トイレは現在４２カ所あり倉吉の街なみにそうようなトイレになっている。地域の
方々が清掃してくれ、物産店、商店街の方々が見回りしてくれている。

委員長　安藤清高、副委員長　友枝俊陽
委　員　高橋照雄、西山正勝、黒川健太郎、石山秀和、詫間　茂

日　　時

場所・事項

参  加  者

　
　
　
危
機
管
理
課
制
作
の
『
自

主
防
災
組
織
・
防
災
訓
練
マ
ニ

ュ
ア
ル
』
が
制
作
、
配
布
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
は
倒
壊
建
物

か
ら
の
救
出
方
法
が
う
た
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
道
具
と
し
て

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
、

火
災
時
の
小
型
可
搬
ポ
ン
プ
な

ど
の
使
用
を
促
し
て
い
る
。

　
現
在
の
自
治
会
を
中
心
と
す

る
自
主
防
災
組
織
の
装
備
品
は
、

市
が
支
給
し
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

担
架
な
ど
に
と
ど
ま
り
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
示
し
た
有
事
に
際
し

有
効
な
も
の
は
な
い
。
当
局
は

ど
の
よ
う
に
整
備
し
、
指
導
し

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
有
事
の

避
難
方
法
に
つ
い
て
各
自
主
防

災
会
に
対
し
、
避
難
経
路
の
策

定
と
避
難
訓
練
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
装
備
に
つ
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
補
助
も
活
用
し
て
、

市
単
独
で
も
今
後
検
討
し
て
い

く
。
防
災
訓
練
、
避
難
路
確
保
に

つ
い
て
も
地
元
の
要
望
を
尊
重

し
、
訓
練
に
つ
い
て
は
三
観
広

域
消
防
に
お
願
い
す
れ
ば
指
導

が
受
け
ら
れ
る
。
避
難
路
整
備

も
現
状
を
確
認
し
た
上
で
、
必
要

に
応
じ
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

答
弁

五
味　

伸
亮

中
央
七
間
橋
線
二
期
工
事
に
つ
い
て

質
問

建設経済委員会の行政視察の報告

伊
丹　

準
二

危
機
管
理
に
つ
い
て

質
問

答
弁

▲街なみ環境事業

▲出雲市役所
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果

議会からのお知らせ
●次回の定例会は１２月の予定です。本会議はだ

　れでも傍聴できます。

●本会議の録画映像をインターネット配信して

　います。いつでもご覧いただけますので、ご

　利用ください。

　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

　　

広 聴 広 報 委 員 会
皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

◆委 員 長　篠 原 重 寿 　　　◆副委員長　石 山 秀 和

◆委　　員　西 山 正 勝 　　　◆委　　員　安 藤 清 高

◆　　〃　　　井 上 浩 司 　　　◆　　〃　　　大 平 直 昭

◆　　〃　　　安 藤 康 次 　　　◆　　〃　　　五 味 伸 亮

〒768-8601　観音寺市坂本町一丁目１番 1 号　
　　　　　　☎ 23−3913　FAX23−3914
　　　　　　Ｅメール gikai@city.kanonji.lg.jp

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
平成２３年度観音寺市一般会計歳入歳出決算認定について 認　定　（反対１人）

平成２３年度観音寺市競輪事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

平成２３年度観音寺市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市航路事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市粟井財産区特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 〃

観音寺市豊浜福祉会館条例の制定について 原案可決

観音寺市老人福祉センター条例の一部改正について 〃

人権擁護委員の候補者の推薦について 同　　意

町の区域及び名称の変更について 原案可決

観音寺市公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する協定の一部を変更する協定の締結について 同　　意

観音寺市土地開発公社定款の一部変更について 原案可決

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び香川県市町総合事務組合規約の一部
変更について

〃

香川県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 〃

平成２４年度観音寺市一般会計補正予算（第２号） 　　〃　 （反対４人）

平成２４年度観音寺市競輪事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

平成２４年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃

平成２４年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２４年度観音寺市航路事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２４年度観音寺市水道事業会計補正予算（第１号） 〃

工事請負契約の締結について（観音寺小学校建設事業　校舎棟　建築主体工事） 同　意　 （反対２人）

工事請負契約の締結について（観音寺小学校建設事業　校舎棟　電気設備工事） 　　〃　 （反対２人）

工事請負契約の締結について（観音寺小学校建設事業　校舎棟　機械設備工事） 　　〃　 （反対２人）

観音寺市長及び副市長の給料の特例に関する条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

※陳情
消費税によらない最低保障年金制度の創設にかかる意見書採択を求める陳情 不採択　 （賛成２人）

住宅リフォーム助成制度創設を求める陳情書 継続審査

※議提議案　

特別委員会の設置について 原案可決

※意見書案　

自治体における防災・減災のための事業に対する国の財政支援を求める意見書 原案可決

●第３回（９月）定例会
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第６７回国民体育大会出場／陸上監督＝藤岡英陽、選手
＝石川明斗、髙井舞、曽我歩希、冨原拓、銃剣道監督
＝石川慎也、選手＝三好博也、アーチェリー監督＝宮
武孝明、選手＝守谷拓巳、堀田梨那、クレー射撃選手
＝吉田喜一郎、空手道選手＝藤田智貴
　　　　　　　　　　　　　　　　〈敬称略 ･順不同〉

好記録を目指し全力を尽くします20
9

　マーチングや園児の踊り、太鼓演奏、はらおどり、
青空市など恒例のイベントに加え、県内外のキャラク
ターが多く集まったことしの萩まつり。萩の丘公園は
親子連れが目立ち、元気な声でにぎわいました。また、
ピンクや白の萩の花が咲く萩原寺では、野だて茶会や
琴の演奏をゆったりと楽しむ姿が多く見られました。

秋空の下で盛大に萩まつり22
9

　人々が交流する場を作りみんなで地域を盛り上げよ
うと、まちなか再生プロジェクト「Ｒｅ：ｂｏｒｎ．Ｋ」が商
店街でアイデアあふれるイベントを企画しました。ワ
ークショップや空き家を利用したカフェ、大鍋でカレ
ー作り、写真を楽しむプログラムなど、子どもも大人
も企画者も一緒になって、楽しい時間を過ごしました。

まちなか活性化イベント30
9

ねんリンピック宮城 ･ 仙台２０１２ペタンク交流大会出場
／監督・選手＝白川剛稔、選手＝西山昌史、筒井武志、
石川房子　第２７回日本ペタンク選手権大会出場／選手
＝横山貞司、齋藤正、景山當　　　〈敬称略・順不同〉

県代表として強い気持ちで臨みます2
10

市民課市民生活係　☎２３−３９２４

　交通指導員は、毎週月・木曜

日と県民の交通安全日などの朝

の通学時間に、危険な交差点で

事故が起きないか、子どもたち

に危険がないかと目を光らせ、

安全に道路を横断できるよう指

導をしています。また、子どもや高齢者への交通

安全教室や、各種行事での交通指導などさまざま

な場面で活躍しています。

　最近、携帯電話を使用しながらの運転や、黄色信

号での交差点進入など交通マナーの悪さが指摘され

ています。交通ルールとマナーを守り、交通事故ゼ

ロを目指しましょう。

　　「あなたが手本　ルールとマナーが合言葉」

子どもたちの安全を見守る交通指導員

少しの油断が
　　大きな事故に！
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　９０歳の長寿をお祝いして、琴浪町の沖崎清重さんと
ヒサ子さん夫婦など訪問を希望した下記の２９人を白川
市長が訪問。ことしの対象者は２５６人でした。
山田勲、佐野ヨシヱ、田中マスミ、大西きよみ、高橋
保房、井下トヨ子、植松晴子、薦田良知、宮崎利春、
宮武勝惠、坂部富美榮、野口トヨ子、阪田フサエ、藤
岡アヤ子、平口春子、矢野清、藤田素行、沖崎清重、
沖崎ヒサ子、田代浩二、窪田清行、堀口美代子、藤井
　子、久保山マキノ、石井卓城、髙橋ハナ子、薄谷幸
惠、齋藤マサミ、大西和代　　　　〈敬称略・順不同〉

９０歳の長寿をお祝い
　百歳を迎えた請川マツさん（木之郷町）の敬老顕彰
訪問がありました。現在マツさんは施設に入所してい
ますが、人との交流が大好きで、家族や施設職員など
と会話を楽しみ、毎日を明るく過ごしています。若い
時から食事は腹八分目を心がけ、極端に熱いものや冷
たいものを避けるなど気を付けてきたのが長寿の秘け
つとのこと。いつまでもお元気でいてください。

みんなで百歳をお祝いしました

　豊浜保育所で、三豊工業高等学校の生徒との交流が
ありました。この交流は保育体験学習の一環で、実際
に幼児と触れ合う学習を通して子どもに対する理解を
深めようと１０年前から続いているものです。電気科の
１年生が手作りした空気砲やペットボトルのホバーク
ラフト、一緒に厚紙で作ったブーメランで遊んだり触
れ合ったり。歓声や笑い声があふれる楽しい時間を過
ごしました。

　豊田小学校の６年生が点訳サークルの方を招いて、
点字を学習しました。点字の仕組みを学び、点字板を
用いて小さなマスの中の６つの点に打つ体験。初めて
体験する点字に真剣に取り組みました。名前の読み取
りにも挑戦し、好奇心で目を輝かせながら読み取って
いました。視覚障がい者への理解を深める貴重な体験
となりました。　　　　（まちかど特派員　片山園美）

▲「そろってこの日を迎えることができて幸せ」と沖崎さん夫婦

　かがわ文化芸術祭オープニング行事の「街角アート
パフォーマンス・プレミアム」が市民会館大ホールで
開催されました。宮沢賢治の「銀河鉄道の夜」をモチ
ーフにした演劇と吹奏楽、口笛演奏、少林寺拳法、フ
ルート演奏などを組み合わせたパフォーマンスが繰り
広げられました。

文化芸術の秋を楽しみました

初めての点字体験

　ちょうさ会館をもっと多くの人に楽しんでもらおう
と、さまざまな企画展が催されています。各地区の秋
祭りと同時期に開催されたのは「粋でいなせな法被展」。
自慢の法被約６０点が並び、県内外からの来館者の目を
楽しませました。ちょうさ会館のイベントは、１８ペー
ジや市ホームページにも掲載しています。

お兄ちゃんたちとの楽しい交流10
10

10
5

10
12

10
3

10
13 10 11〜6 4 自慢の法被がずらり
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齊 藤 吏
り

音
お

ちゃん

父 紀雅さん　  　母 優子さん
（粟井町）

 

 

藤 田 満
ま

帆
ほ

ちゃん

父 陽裕さん　   　母 朝子さん
（茂西町）

大 西 剛
こう

誠
せい

ちゃん
父 俊英さん　 　母 京子さん

（天神町）

塩 見 柾
まさ

景
かげ

ちゃん

父 国弘さん　   　母 優美さん
（豊浜町和田浜）

 
 

竹 原 花
か

音
のん

ちゃん

父 裕二さん　  　母 文音さん
（本大町）

堀 川 陽
ひ

菜
な

ちゃん

父 肇充さん 　母 友香梨さん
（池之尻町）

満１歳の子どもを募集
　11月１日から11月30日まで ２月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成２３年11月生まれ

ちょうさ文化の祭典ＩＮちょうさ会館
みんなでつくる自慢のお祭り写真展

我が家の自慢！手作りちょうさ展

ちょうさ会館お楽しみ情報

　祭りの余韻が残る市内を一層盛り上げようと「ち

ょうさ文化の祭典」を開催します。ちょうさ会館を

さらに活性化し、ちょうさ文化の発信局として発展

していくためのキックオフイベントです。

日時：１１月１１日（日）午前１０時～午後３時

内容：青空のもとで太鼓をたたこう！、ちょうさ関

連グッズや物産販売、和太鼓競演、大野原は

らおどり、銭形くんふわふわドームなど

注意：当日、ちょうさ会館の駐車場は使用できませ

ん。一の宮公園駐車場を利用してください。

　１１月１１日（日）～１２月２３日（祝・日）に開催する

「みんなでつくる自慢のお祭り写真展」で展示する

作品を募集します。迫力ある写真やさまざまな表

情を写し出した写真を、コメントと一緒にちょう

さ会館のブースに自由に展示できます。

受け付け：

　１１月６日（火）～１２月１５日（土）に下記へ提出

　ちょうさ会館

　　　　｢みんなでつくる自慢のお祭り写真展｣ 係

注意：写真の額縁は不要です。

作品は展示終了後、１２月２７日（木）までに

取りに来てください。

問い合わせ先　ちょうさ会館　　☎５２−５５００

　　　　　　　商工観光課観光係☎２３−３９３３

ちょうさ会館
　豊浜町姫浜９８２−１　☎５２−５５００
　午前９時３０分～午後５時
　休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

個性豊かな自慢の手作りちょうさをたくさん展示

期間：１１月１１日（日）～２５日（日）

作品募集
遊びに来てね

見に来てね
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新米の季節、米のタンパク質は優秀です！
　秋の深まりを感じるこの時季、新米が出始めま

す。学校給食でも、香川県産の新米が味わえます。

甘い香りのふっくらしたご飯をかみしめて、こと

しの実りに感謝しながらいただきます。

　食品に含まれているタンパク質には、質（アミ

ノ酸スコア）のランク付けがあり、米は、牛乳、

肉類、卵、魚、大豆に次いで良質です。ご飯を中

心に魚や豆、野菜、海藻などを組み合わせた低カ

ロリーでヘルシーな日本食の良さを、改めて見直

したいものです。

　今月は実りの秋を満喫できる献立を紹介します。

食育コーナー 学校給食課　☎５７−６６６０

＜豊浜中学校の献立＞

★吹き寄せおこわ　★小松菜とキャベツのごまあえ

★サケの塩焼き　★みそ汁　★ミカン　★牛乳

吹き寄せおこわ
　　　（５人分）

白米…２１０ｇ（１．５合）、もち米…２１０ｇ（１．５

合）、食塩…２ｇ、水…５００ｃｃ、酒…小さじ１弱、

三温糖…小さじ１／２、濃い口しょうゆ…大さじ

１弱、みりん…大さじ２／３、ニンジン…４０ｇ、

ダイコン…４０ｇ、シメジ…２０ｇ、油あげ…２０ｇ、

クリ…８０ｇ、グリンピース…４０ｇ、だし昆布…

４ｇ

❶白米ともち米は洗って水を加えて昆布を入れ、

１５分くらい吸水させる。

❷ニンジンは２ミリ、ダイコンは３ミリのいちょ

う切り、シメジは１／２ほどに切ってほぐす。

油あげは５ミリの短冊切りにする。

❸クリは皮をむいて１／２～１／４に切る。

　（熱湯に１０分ほどつけてから皮をむくとむきや

すい）

❹グリンピースは色よくゆでる。

❺①にグリンピース以外の材料と調味料を入れて

炊飯する。

❻蒸らしたご飯に④のグリンピースを加えて混ぜ

合わせる。

材　料

作り方

み
ん
な
の
輪

豊
田
公
民
館　
男
性
料
理
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
理
で
広
が
る
交
流
や
楽
し
み

　
豊
田
公
民
館
で
、
年
に
５
回

同
級
生
や
同
年
代
の
男
性
が
集

ま
っ
て
男
性
料
理
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
１２

人
で
平
均
年
齢
は
６８
歳
。
知
人

な
ど
に
呼
び
掛
け
て
活
動
を
始

め
、
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
年

齢
制
限
は
な
く
、
料
理
の
経
験

も
問
い
ま
せ
ん
。
初
心
者
が
ほ

と
ん
ど
で
す
が
、
気
軽
に
教
室

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
エ
プ
ロ
ン
と
三
角
巾
を
身
に

付
け
説
明
を
聞
き
終
え
る
と
、

テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
作
業
に

取
り
掛
か
り
ま
す
。
調
理
風
景

は
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
、
慣
れ

な
い
手
つ
き
で
も
楽
し
ん
で
い

る
様
子
。
切
り
方
や
盛
り
付
け

方
な
ど
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
個
性

が
で
る
の
も
、
大
勢
で
料
理
す

る
魅
力
の
一
つ
で
す
。
約
１
時

間
で
手
早
く
調
理
を
す
る
た
め
、

地
元
の
食
生
活
改
善
推
進
員
さ

ん
が
臨
機
応
変
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
ま
す
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
男
性
で
も
手
軽

に
で
き
る
簡
単
な
も
の
で
、「
野

菜
を
た
く
さ
ん
と
ろ
う
」
な
ど

テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。
自
分
で

作
っ
て
み
る
こ
と
で
、
塩
分
や

油
、
一
日
に
必
要
な
野
菜
の
量

な
ど
が
よ
く
分
か
り
、
カ
ロ
リ

ー
の
こ
と
も
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。「
自
宅
で
作
る

と
き
は
、
こ
う
し
た
ら
良
い
」

と
ア
イ
デ
ア
が
出
る
こ
と
も
。

　
普
段
あ
ま
り
話
す
機
会
が
な

い
人
と
も
和
気
あ
い
あ
い
と
一

緒
に
料
理
が
で
き
る
の
も
楽
し

い
、
と
良
い
交
流
の
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
に
も

作
っ
て
あ
げ
た
い
と
嬉
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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☎
２３

−

３
９
５
７

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
２

（
夜
間
な
ど
は
守
衛
室
に
転
送

し
て
、
担
当
者
に
連
絡
）

　
　
　
　
　
☎
２５

−

０
１
１
０

☎
０
８
７
７

−

２
４

−

３
１
７
３

☎
０
８
７

−
８
６
２

−

８
８
６
１

☎
０
８
７

−

８
６
２

−

４
１
５
２

月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
９
時

　
緊
急
時
や
生
命
に
危
険
が
及

ぶ
よ
う
な
場
合
は
、
迷
わ
ず
警

察
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
い
じ
め
」
は
い
つ
で
も
・
ど

こ
で
も
・
誰
に
で
も
起
こ
り
え

ま
す
が
、
け
ん
か
や
も
め
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
い
じ
め
」
と
は
「
当
該
児
童

生
徒
が
、
一
定
の
人
間
関
係
の

あ
る
者
か
ら
、
心
理
的
、
物
理

的
な
攻
撃
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
、
精
神
的
な
苦
痛
を
感
じ
て

い
る
も
の
」（
２
０
０
８
年
文
部

科
学
省
）
で
す
。

　
い
じ
め
ら
れ
た
り
い
じ
め
を

見
た
り
し
た
時
は
、
絶
対
に
我

慢
し
な
い
で
勇
気
を
持
っ
て
大

人
に
話
し
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
の
話
を
ゆ
っ
く
り
聞

い
て
「
つ
ら
か
っ
た
な
」「
え
ら

か
っ
た
な
」「
よ
う
話
し
て
く
れ

た
な
」
の
言
葉
を
添
え
、
状
況

と
気
持
ち
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
ま
し
ょ
う
。

　
一
人
で
解
決
し
よ
う
と
せ
ず

に
、
家
族
・
学
校
・
関
係
機
関

に
相
談
し
、
最
善
で
最
短
の
解

決
策
を
み
ん
な
で
見
つ
け
ま
し

ょ
う
。　

途
中
で
誰
か
を
責
め
れ
ば
そ

れ
だ
け
解
決
は
遅
れ
、
当
事
者

の
傷
が
深
ま
る
だ
け
で
す
。
被

害
者
・
加
害
者
ど
ち
ら
の
子
ど

も
も
「
解
決
」
を
望
ん
で
い
ま

す
。

　
「
そ
う
い
え
ば
、
あ
ん
な
こ
と

が
あ
っ
た
な
あ
…
」
と
懐
か
し

く
過
去
を
語
れ
る
子
ど
も
た
ち

の
未
来
の
た
め
に
、
子
ど
も
が

安
心
し
て
語
り
頼
れ
る
大
人
に

な
り
ま
し
ょ
う
。

身
体
的
虐
待
＝
暴
力
な
ど
危
害

を
加
え
た
り
、
無
理
な
こ
と

を
さ
せ
て
身
体
を
酷
使
さ
せ

た
り
す
る
な
ど

心
理
的
虐
待
＝
言
葉
の
脅
し
や

無
視
、
兄
弟
間
の
差
別
な
ど

性
的
虐
待
＝
性
的
行
為
の
強
要
、

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写

体
に
す
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト
＝
食
事
を
与
え
な

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

関
心
が
な
い
、
病
気
な
ど
の

と
き
医
者
に
み
せ
な
い
な
ど

子
ど
も
や
親
の
様
子
が
変

身
近
で
虐
待
に
気
が
付
い
た

自
分
が
虐
待
を
し
て
し
ま
う

自
分
が
虐
待
さ
れ
て
い
る

　
連
絡
を
受
け
た
ら
、
家
族
を

支
援
す
る
機
関
が
関
わ
り
や
見

守
り
を
始
め
ま
す
。
相
談
や
通

告
を
し
た
人
の
情
報
が
漏
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
青
少
年
が
健
や
か
に
育
ち
、

豊
か
な
人
間
に
成
長
・
自
立
す

る
こ
と
を
願
っ
て
、
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
広

報
・
啓
発
活
動
を
し
ま
す
。

○

市
役
所
本
庁
に
、
啓
発
標
語

の
懸
垂
幕
を
掲
示

○

広
報
車
に
よ
る
啓
発

○

　

「
家
庭
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
入
賞

作
品
の
掲
示

　
１１
月
１
日
（
木
）
～
７
日
（
水
）

　
市
役
所
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

○

健
全
育
成
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
１１
月
２
日
（
金
）
午
後
４
時
か

ら
、
市
内
量
販
店
の
店
頭
で

チ
ラ
シ
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
を
配
布

　
　
　
　
☎
２３

−

０
９
０
０

　
（
子
ど
も
・
若
者
・
い
じ
め

　
　　
　
　
　
　
　
相
談
電
話
）

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
非
行
な

ど
の
問
題
行
動
、
子
育
て
や
子

ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
の
悩
み

な
ど
、
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
家
庭
児
童
相
談
室

気
づ
く
の
は

　あな
た
と
地
域
の
心
の
目

育
て
よ
う

　健や
か
に

　支え
よ
う

　みん
な
で

観
音
寺
警
察
署
生
活
安
全
課

西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

こ
ん
な
時
は
相
談
や
通
告
を

子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談

子
育
て
支
援
課

♥
子
ど
も
た
ち
へ

や
ま
び
こ
テ
レ
ホ
ン

♥
大
人
た
ち
へ

児
童
虐
待

い
じ
め

子どもたちの笑顔のために

１１
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

１１
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
☎
２５

−

４
２
５
１
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（
１１
月
１
日
～

　
　
　
平
成
２５
年
３
月
１５
日
）

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
０

　
市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
２
４

●

国
民
年
金
基
金
と
は

　
自
営
業
や
フ
リ
ー
で
働
く
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
、

国
民
年
金
の
「
上
乗
せ
」
年
金

と
し
て
加
入
で
き
る
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。
老
齢
基
礎
年
金

に
上
積
み
し
て
、
よ
り
豊
か
な

年
金
を
保
障
す
る
も
の
で
、
将

来
設
計
に
合
わ
せ
て
年
金
を
積

み
立
て
ら
れ
ま
す
。

●

加
入
で
き
る
人

　
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
保

険
料
を
納
め
て
い
る
人
（
た
だ

し
、
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除

者
や
農
業
者
年
金
加
入
者
、
付

加
年
金
加
入
者
は
対
象
外
）

●

５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
税
制
面
で
優
遇

　
掛
け
金
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
、
所
得
税

や
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
か
ら
、

自
分
に
あ
っ
た
年
金
設
計
が

選
べ
ま
す
。

③
掛
け
金
は
一
定

　
そ
れ
ぞ
れ
の
型
の
掛
け
金
は

加
入
時
の
年
齢
・
性
別
に
よ
り

決
ま
り
、
６０
歳
ま
で
定
額
で
す
。

④
何
口
か
ら
で
も
加
入
で
き
て
、

　
増
減
も
自
由

　
月
の
掛
け
金
の
上
限
６
万
８

千
円
ま
で
な
ら
何
口
か
ら
で
も

自
由
に
加
入
で
き
、
加
入
後
も

増
減
可
能
（
た
だ
し
、
個
人
型

確
定
搬
出
年
金
に
加
入
し
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
掛
け
金
と
合

わ
せ
て
６
万
８
千
円
が
上
限
）

⑤
公
的
年
金
だ
か
ら
安
心

香
川
県
国
民
年
金
基
金

☎
０
１
２
０

−

６
５

−

４
１
９
２

　
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
８

い
い
日
、
い
い
日
、
毎
日
、

　
あ
っ
た
か
介
護
あ
り
が
と
う

　
介
護
に
つ
い
て
理
解
と
認
識

を
深
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
や
家
族
、
介
護
従
事
者
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

人
た
ち
を
取
り
巻
く
地
域
社
会

で
の
支
え
合
い
や
交
流
を
促
進

す
る
日
と
し
て
介
護
の
日
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
で
介

護
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
２
４

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
、

一
年
間
に
納
付
し
た
額
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
や
提
示
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
￢
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
の
は
が
き
が
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
１１
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
申
告
時
ま

で
、
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収

証
書
を
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
の

間
に
初
め
て
保
険
料
を
納
付

し
た
人
は
、
平
成
２５
年
２
月

上
旬
に
証
明
書
を
送
付
し
ま

す
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０

−

０
７
０

−

１
１
７

　
高
橋
元
嗣
さ
ん

　
　
　
環
境
保
全
功
労
と
し
て

市
か
ら
感
謝
状
を

　
　
　
贈
呈
し
ま
し
た

かんおんじまち歩き

国
民
年
金
基
金
に

　
　
加
入
し
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料

　
控
除
証
明
書
を
郵
送

１１
月
１１
日
は「
介
護
の
日
」

●俳句のまちを歩く　さあ！宗鑑になって一句
　観音寺は俳諧の祖・山崎宗鑑の終えんの地。晩年

を過ごした一夜庵で一句詠み、昭和天皇が宿泊され

た旅館で当時の料理を味わいます。

　　　　　　　　　　　　　（約３時間、約２ｋｍ）

　１１月１４日（水）午前１１時　総合コミュニティーセン

　ター集合　　２，５００円　　　２０人

●平有盛の足跡を追って！　平家の落人の里めぐり
　戦いに敗れた平有盛らが移り住んだと伝えられる

大野原町有木の里で、その時携えてきた陣太鼓や阿

弥陀如来座像を見学。地域の人が風習など伝説を語

ってくれます。時期が良ければ、きのこ狩りもでき

ます。（約３時間、約６ｋｍ）

　１１月２０日（火）午前９時１５分　五郷ダム集合

　１，０００円　　　２０人

受け付け　１１月１日（木）から（先着順）

申し込み・問い合わせ先
　観音寺市観光協会　☎２４−２１５０

参加者
募集
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読
書
で
広
が
る
人
の
わ
、

　
街
の
わ
、
心
の
わ

　
こ
と
し
で
４
年
目
を
迎
え
る

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
た
く
さ
ん

の
本
に
触
れ
、
本
が
好
き
に
な

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

１１
月
２４
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

１１
月
２５
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
会
議
室

キ
ッ
ズ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

お
は
な
し
会
、
親
子
で
絵
本

作
り
、
し
お
り
・
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
作
り
、
パ
ネ
ル
展
、
読

書
感
想
文
発
表
会
、
絵
本
作

家
・
川
端
誠
さ
ん
に
よ
る
講

演
会
＆
絵
本
ラ
イ
ブ
、
群
読

＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

学
校
教
育
課

　
　
　
　
☎
２３

−
３
９
３
８

　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
３
８

　
子
ど
も
た
ち
の
力
作
が
勢
ぞ

ろ
い
し
ま
す
。
誘
い
合
わ
せ
て

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

１２
月
１
日
（
土
）、
２
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ

ー
ル

小
学
校
（
書
写
、
図
画
工
作
、

家
庭
科
）、
中
学
校
（
書
写
、

美
術
、
技
術
・
家
庭
科
）

１２
月
４
日
（
火
）

①
申
込
書
作
成
講
座
＝
午
前

１０
時
３０
分
～
午
後
零
時
３０
分

②
ダ
イ
エ
ッ
ト
記
録
表
講
座

＝
午
後
２
時
～
午
後
４
時

中
央
図
書
館
２
階
会
議
室

①
ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
が
で

き
る
人
②
エ
ク
セ
ル
の
基
本

操
作
が
で
き
る
人

各
講
座
先
着
２０
人

（
２
講
座
受
講
可
）

各
講
座
テ
キ
ス
ト
代
２
０
０
円

（
当
日
集
金
）

１１
月
２６
日
（
月
）
ま
で

　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
４
３

　
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
３
３

　
法
泉
寺
境
内
に
約
２０
本
の
モ

ミ
ジ
が
植
え
ら
れ
、
特
に
樹
齢

二
百
年
に
近
い
木
は

｢

三
色
も

み
じ｣

と
し
て
有
名
で
す
。
琴
の

優
雅
な
音
色
と
と
も
に
、
里
山

の
風
情
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

１１
月
２５
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

法
泉
寺
（
大
野
原
町
田
野
々
）

琴
の
演
奏
（
午
前
１１
時
～
正

午
、
午
後
２
時
～
午
後
３
時
）、

野
だ
て
茶
会
、
地
元
農
産
物

の
即
売
、
バ
ザ
ー
な
ど

　
危
機
管
理
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
４
０

１１
月
４
日
（
日
）

午
前
９
時
～
正
午

市
内
全
域

訓
練
の
た
め
、
午
前
６
時
に

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

市
消
防
団
防
火
パ
レ
ー
ド

第
１５
回
も
み
じ
祭
り

ｅ

−

と
ぴ
あ
・
か
が
わ

出
張
体
験
パ
ソ
コ
ン
講
座

小
・
中
学
校

　
教
育
文
化
祭
展
覧
会

観
音
寺
子
ど
も
読
書

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　来年開催される瀬戸内国際芸術祭を前に、芸術家と島民によるワーク
ショップが伊吹島で開催されました。作ったのは、釣りに使う「浮き」。
伊吹島で作品を展示する豊福亮さん（千葉美術予備校校長）は、５万個
もの浮きを使って、旧伊吹小学校に巨大な作品を制作する予定です。

　まだまだたくさんの「浮き」が必要です。島
の公民館では、定期的にワークショップを開催
しています。伊吹島に足を運んで一緒に「浮き」
作りを楽しんでみませんか？ワークショップの
日時などは、市ホームページに掲載しています。

伊吹島での

　　　　芸術祭開催期間

平成２５年７月２０日（土）

　　　～９月１日（日）

　夏には、島のお母さんたちによる「おもてな
し料理」の試食会がありました。菜飯や酢の物
など、愛情がたくさん込もった素朴なメニュー
です。

　観光客に伊吹島を楽しんでもらえるよう、
来年夏の開催に向けて準備が始まっています！！

ＳＥＴＯＵＣＨＩ ＴＲＩＥＮＮＡＬＥ ２０１３
　　芸術祭通信　ｖｏｌ．６

商工観光課　☎２３−３９３３

「浮き」をアートに！
芸術家によるワークショップを伊吹島で開催

▲島のお母さんたちが作った
　　　　　　おもてなし料理

▲島での第１回
　島民ワークショップ

▲カラフルな
　「浮き」
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種　類 平成２３年 平成２４年 増　減

可燃ごみ 984.68 869.61 △ 115.07

新　　聞 29.66 31.86 2.20

雑誌・ざつ紙 27.74 24.22 △ 3.52

段ボール 21.55 19.79 △ 1.76

（単位：トン）ごみの収集状況（９月）

　
市
内
を
案
内
す
る
観
光
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
募
集
し

ま
す
。
観
音
寺
の
魅
力
や
違
っ

た
一
面
が
た
く
さ
ん
見
え
て
く

る
か
も
。
観
光
に
興
味
の
あ
る

人
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
観
音
寺
市
観
光
協
会

　
　
　
　
　
☎
２４

−

２
１
５
０

測
、
危
険
回
避
の
ポ
イ
ン
ト
を

学
ん
で
、
今
後
の
交
通
事
故
防

止
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

１２
月
９
日
（
日
）
午
前
１１
時
～

正
午
（
少
雨
決
行
）

観
音
寺
競
輪
場
駐
車
場

市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
２
４

１１
月
４
日
（
日
）

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

（
大
野
原
支
所
隣
）

中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
モ

ン
ゴ
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ア
メ

リ
カ
、
日
本
な
ど
の
料
理

エ
プ
ロ
ン

１
、
０
０
０
円
（
当
日
集
金
）

観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会

申
し
込
み
が
必
要

　
秘
書
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
１
５

地
元
の
旬
の
魚
の
さ
ば
き
方

１２
月
２
日
（
日
）
午
前
１０
時
か
ら

観
音
寺
中
央
高
等
学
校
多
目

的
実
習
室

観
音
寺
中
央
高
等
学
校
食
物

系
列
３
年
生

小
学
生
の
親
子
１０
組

エ
プ
ロ
ン
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

無
料

１１
月
６
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

農
林
水
産
課

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
３
１

　
実
際
に
起
こ
り
得
る
可
能
性

が
高
い
交
通
事
故
を
ス
タ
ン
ト

マ
ン
が
再
現
し
ま
す
。

　
交
通
事
故
の
原
因
や
危
険
予

お
国
自
慢
の
料
理
大
会

資
源
回
収
予
定

ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る

　
　
　
交
通
安
全
教
室

親
子
料
理
教
室

観
光
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
ガ
イ
ド
を
募
集

１１
月
４
日
（
日
）

高
室
小
学
校

１１
月
１１
日
（
日
）

観
音
寺
中
学
校
／
中
部
中
学
校

●●●人権講演会●●●
（入場無料）

「ブルーリボンに祈りを込めて」

（拉致被害者横田めぐみさんのご両親）

横田　滋氏・早紀江氏

日時：１１月２４日（土）

　　　午後１時２０分から

場所：市民会館中ホール

問い合わせ先：

　　　人権課　☎２３−３９２８

　
今
回
は
、
観
音
寺
市
廃
棄
物

減
量
等
推
進
審
議
会
長
の
久
保

等
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

●

久
保
さ
ん

　
平
成
２３
年
度
は
、

可
燃
ご
み
が
前
年
と
比
べ
て
あ

ま
り
減
量
で
き
て
い
な
い
よ
う

で
す
が
、
原
因
の
一
つ
と
し
て
、

紙
が
混
入
し
て
重
量
が
増
し
て

い
る
よ
う
な
印
象
が
あ
り
ま
す
。

■

生
活
環
境
課

　
水
切
り
が
で

き
て
い
な
い
生
ご
み
で
重
量
増

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙

類
も
ま
だ
ま
だ
可
燃
ご
み
の
中

に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

●

久
保
さ
ん

　
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
紙
は
、
雑
誌
や
包
装
紙
、

菓
子
箱
く
ら
い
の
印
象
で
す
。

そ
の
他
は
ど
ん
な
紙
が
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
紙
と
し
て
出
せ
る

の
で
す
か
。

■

生
活
環
境
課

　
汚
れ
て
い
る

も
の
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、

シ
ー
ル
、
カ
ー
ボ
ン
紙
、
感
熱

紙
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
紙
が
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。
ま
た
、

万
一
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
紙

が
入
っ
て
い
て
も
、
収
集
後
の

選
別
段
階
で
除
去
で
き
ま
す
の

で
、
紙
袋
な
ど
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
観
音
寺
地
域
は

可
燃
ご
み
の
日
、
大
野
原
地
域

は
第
３
月
曜
日
、
豊
浜
地
域
は

決
め
ら
れ
た
水
曜
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
）

●

久
保
さ
ん

　
家
庭
で
分
別
を

す
る
の
は
、
最
初
は
ど
う
し
て

も
手
間
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ご

み
処
理
費
が
安
く
な
る
と
思
っ

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
ご
み
の
分
別

が
不
十
分
で
、
余
分
な
税
金
を

使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
ね
。

　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
　
☎
２５

−

２
６
９
８

リサイクルできる
　紙類の分別が必要

こんな取り組み
　あんな取り組み

ごみ減量化シリーズ③
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予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
、

１１
月
１
日
か
ら
４
種
混
合
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
接
種
対
象
者
に
は
、
生
後
３

カ
月
に
達
し
た
後
、
予
診
票
等

を
郵
送
し
ま
す
。
個
別
予
防
接

種
協
力
医
療
機
関
で
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

平
成
２４
年
８
月
以
降
に
生
ま

れ
た
子
ど
も

３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

お
よ
び
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
を
１
回
も
接
種

し
た
こ
と
が
な
い
生

後
３
カ
月
～
７
歳
６

カ
月
の
子
ど
も
で
接

種
を
希
望
す
る
場
合

は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
２３

−

３
９
６
４

　
安
全
な
輸
血
の
た
め
４
０
０

㍉
㍑
献
血
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

●
食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

メ
タ
ボ
予
防
③

●

腎
臓
病
教
室

腎
臓
病
食
の
基
本
／
腎
臓
の
検
査

１１
月
１５
日
（
木
）

午
後
３
時
３０
分
～
午
後
５
時

●

夜
間
糖
尿
病
教
室

糖
尿
病
性
腎
症

１１
月
８
日
（
木
）

午
後
６
時
～
午
後
７
時
３０
分

試
食
会
＝
野
菜
た
っ
ぷ
り
メ

ニ
ュ
ー
で
血
糖
安
定

定
員
２０
人

実
費
６
０
０
円

各
教
室
と
も
予
約
が
必
要

　
三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
５２

−

２
７
２
６
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秋
の
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
。

春
に
受
け
忘
れ
た
人
や
受
診
を

希
望
す
る
人
は
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
子
宮
が
ん
＝
２０
歳
以
上

　
胃
が
ん
、
乳
が
ん
＝
４０
歳
以
上

胃
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
は
こ

と
し
か
ら
時
間
予
約
制
で
す
。

（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）

子
宮
・
乳
が
ん
は
２
年
に
一

度
の
検
診
で
す
。
平
成
２３
年

度
に
受
け
た
人
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
４

　
大
腸
が
ん
は
男
女
と
も
４０
歳

代
か
ら
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
年
に
１
回
は
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
申
し
込
み
が
ま
だ

で
、
検
診
を
希
望
す
る
人
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
２４
年
度
中
に
満
４０
歳
以

上
に
な
る
人

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
４

１１
月
２０
日
（
火
）

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

保
健
セ
ン
タ
ー

歯
周
病
予
防
の
話
、
正
し
い

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
仕
方
な
ど

平
成
２４
年
度
歯
周
疾
患
検
診

で
要
指
導
ま
た
は
要
精
検
と

判
定
さ
れ
た
人

検
診
結
果
の
お
知
ら
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
４

常
磐
地
区
秋
の
福
福
ツ
ア
ー

１１
月
９
日
（
金
）
午
前
８
時
３０

分
集
合
～
午
前
１１
時
３０
分

常
磐
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
集
合

荒
魂
神
社
、
立
專
寺
、
加
麻

良
神
社
を
巡
る
（
約
４
・
５
㎞
）

飲
み
物
、
「
ふ
る
里
探
検
隊
」

の
冊
子
な
ど

申
し
込
み
が
必
要

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
４

１１
月
１８
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

豊
田
公
民
館

豊
田
地
区
献
血
推
進
協
議
会

胃
・
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
診（
集
団
検
診
）

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の

　
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
す

三
豊
総
合
病
院
健
康
教
室

歯
ッ
ス
ル
教
室

献
血
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

健
康
づ
く
り

ふ
る
里
探
検
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

がん検診　１１月の日程表

大腸がん検診（集団検診）１２月の日程表

健
康
コ
ー
ナ
ー

１１
月
９
日
（
金
）

午
後
２
時
～
午
後
３
時

健
康
学
習
＝
よ
く
か
ん
で
メ

タ
ボ
予
防
／
歯
の
磨
き
方
指

導
や
口
腔
内
の
点
検

１１
月
３０
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
正
午

調
理
実
習
＝
素
材
を
生
か
し

て
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
③

実
費
６
０
０
円

日　　　時 種類

２６日（月）
　８：３０～　９：３０ 乳がん
　８：３０～１１：００ 胃がん
１３：３０～１４：３０ 子宮がん

２７日（火） 　８：３０～１１：００ 胃がん

２８日（水）
　８：３０～　９：３０ 乳がん
　８：３０～１１：００ 胃がん
１３：３０～１４：３０ 子宮がん

２９日（木）
　８：３０～　９：３０ 乳がん
　８：３０～１１：００ 胃がん
１３：３０～１４：３０ 子宮がん

３０日（金） 　８：３０～１１：００ 胃がん

日　　　時 場　　　所

１２月　３日（月） 　８：３０～１１：００ 保健センター

１２月　４日（火）
　９：００～　９：３０ 西公民館

１０：００～１１：００ 高室公民館

１２月　５日（水） 　８：３０～１１：００ 保健センター

１２月　６日（木）
　９：００～１０：００ 豊田公民館

１０：３０～１１：００ 粟井公民館

１２月　７日（金）
　９：００～１０：３０ 柞田公民館

１１：００～１１：３０ 木之郷公民館

１２月１０日（月） 　８：３０～１１：００ 保健センター

１２月１１日（火）
　９：００～１０：００ 常磐総合コミュニティセンター

１０：３０～１１：３０ 一ノ谷総合コミュニティセンター

１２月１２日（水） 　８：３０～１１：００ 保健センター
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県
で
は
、
１０
月

か
ら
１１
月
に
パ
ー

ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調

査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の

一
日
の
動
き
を
聞

き
、
都
市
計
画
や

交
通
対
策
な
ど
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
調
査
で
す
。

　
無
作
為
に
抽
出
し
た
県
内
約

１３
万
世
帯
を
対
象
に
、
調
査
票

を
郵
送
し
ま
す
。
回
答
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
香
川
県
都
市
計
画
課

　
☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
５
５
７

ス ポ ー ツ 行 事

１１
月
１１
日
（
日
）

午
前
１０
時
３０
分
～
午
後
３
時

善
通
寺
市
子
ど
も
・
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー

マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ヨ
ー
ガ
、
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
沐も

く

浴
・

妊
婦
体
験
、
育
児
相
談
な
ど

い
い
お
産
の
日
実
行
委
員
会

☎
０
８
７
７

−

９
８

−

４
５
６
０

キ
ン
ボ
ー
ル

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

各
５０
人

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
な
ど

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
４
１

１２
月
２
日
（
日
）

午
前
８
時
１０
分
か
ら

市
立
総
合
体
育
館

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤

務
す
る
人

女
子
の
部

（
男
女
混
合
の
部
と
重
複
不
可
）

１
チ
ー
ム
６
人
以
内
（
選
手
４
人
）

１
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
未
満

２
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
以
上

男
女
混
合
の
部
（
男
性
２
人
ま
で
）

３
０
０
円
／
人
（
保
険
料
含
む
）

１１
月
２２
日
（
木
）
ま
で

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
４
１

１２
月
６
日
（
木
）、
１３
日
（
木
）、

２０
日
（
木
）、
２７
日
（
木
）

午
後
８
時
～
午
後
９
時
３０
分

豊
浜
小
学
校
体
育
館

初
心
者
（
経
験
者
も
可
）

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど

１１
月
３０
日
（
金
）
ま
で

観
音
寺
市
体
育
協
会

　
教
育
委
員
会
豊
浜
分
室

　
　
　
　
☎
５２

−

１
２
０
３

１１
月
１９
日
（
月
）
午
前
１０
時
～

正
午
、
午
後
２
時
～
午
後
４
時

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

事
前
に
送
付
し
た
関
係
書
類

観
音
寺
税
務
署
法
人
課
税
第

１
部
門

　
☎
２５

−

２
１
９
１

１１
月
１５
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

観
音
寺
公
共
職
業
安
定
所

就
業
・
進
学
相
談
な
ど

看
護
職
で
就
職
先
を
探
し
て

い
る
人
、
看
護
職
員
の
雇
用

を
考
え
て
い
る
施
設

香
川
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
６
４

−

９
０
７
５

１１
月
１４
日
（
水
）
～
１６
日
（
金
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
１１
月
１３
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　
香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
☎
６２

−

３
０
７
５

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　
　
平
成
２５
年
１
月
１９
日
（
土
）

１５
歳
以
上
１７
歳
未
満

１１
月
１
日
（
木
）
～

　
平
成
２５
年
１
月
７
日
（
月
）

　
自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
☎
２５

−

６
１
２
２

　
１０
月
５
日
か
ら
、
香
川
県
最

低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
時
間
額

　
６
７
４
円

　
香
川
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
８
７

−

８
１
１

−

８
９
１
９
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第
１６
回
い
い
お
産
の
日

初
心
者
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

冬
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

自
衛
官
募
集

就
農
相
談
窓
口

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
・

　
　
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

　
使
用
者
も　
労
働
者
も

１１
月
１８
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら

常
磐
小
学
校
体
育
館

１１
月
９
日
（
金
）
ま
で

１２
月
９
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら

豊
浜
小
学
校
体
育
館

１１
月
３０
日
（
金
）
ま
で

ス
ポ
ー
ツ
情
報

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

お
知
ら
せ

月　日 行　　　　　事

１１／１１

第１３回観音寺市長杯
　　　　　　　グラウンド・ゴルフ交歓大会
９：００～／総合運動公園
香川県高校新人新体操大会
８：３０～／市立総合体育館

１７
三観地区中学校ライオンズカップ
　　　　　　　　　　　　バレーボール大会
９：００～／市立総合体育館

１７・１８
香川県高校野球大会１年生大会
９：００～／総合運動公園

１８
第３回ＷＥＳＴカップバレーボール大会
８：３０～／市立総合体育館ほか

２３
第２４回Ｊｒ．ソフトバレーボール香川県大会
８：３０～／市立総合体育館ほか１会場

２５
第７回市民スポーツ祭
８：００～／総合運動公園ほか３会場

１２／２
西日本ドッジボール大会
９：００～／市立総合体育館

８
ｂｊリーグ高松ファイブアローズホームゲーム
１９：００～／市立総合体育館

９
ｂｊリーグ高松ファイブアローズホームゲーム
１４：００～／市立総合体育館

一
次
試
験

年
末
調
整
説
明
会
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「
東
北
大
震
災

−

聴
覚
障
害
者

が
得
た
教
訓
と
は
、
再
び
被
害

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

−

」

　
「
私
の
歩
ん
で
き
た
道
『
聞
こ

え
』
の
バ
リ
ア
解
消
へ
の
提
言
」

講
師

　
中
園

　
秀
喜
氏

○

要
約
筆
記
の
文
字
通
訳
あ
り

１１
月
４
日
（
日
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時
３０
分

香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
７
階
大
会
議
室

香
川
県
中
途
失
聴
・
難
聴
者

協
会

　
０
８
７

−

８
８
９

−
０
５
６
２

１２
月
８
日
（
土
）、
９
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時

ま
ん
の
う
公
園
竜
頭
の
丘
集
合

１０
㎞
～
３５
㎞
の
３
コ
ー
ス

高
校
生
以
上
２
、
０
０
０
円

中
学
生
以
下
１
、
５
０
０
円

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

１１
月
２２
日
（
木
）
ま
で

（
申
し
込
み
方
法
は
左
記
へ
）

大
会
事
務
局

☎
０
８
７
７

−

７
９

−

１
７
０
０

１２
月
２３
日
（
祝
・
日
）

午
後
４
時
か
ら

琴
弾
荘
（
有
明
町
）

独
身
男
性
（
２５
歳
～
４５
歳
で
、

市
内
に
在
住
し
定
職
に
就
い

て
い
る
人
ま
た
は
市
内
に
勤

務
し
て
い
る
人
）、
独
身
女
性

（
２５
歳
～
４５
歳
で
、
住
所
不
問
）

男
女
各
５０
人
程
度

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

男
性
３
千
円
、
女
性
２
千
円

１２
月
５
日
（
水
）
ま
で

ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
実
行
委

員
会

観
音
寺
商
工
会
議
所

　
　
　
　
☎
２５

−

３
０
７
３

観
音
寺
市
大
豊
商
工
会

　
　
　
　
☎
５４

−

２
１
５
９

観
音
寺
市
大
豊
商
工
会
豊
浜

支
所

　
　
☎
５２

−

２
５
３
６

　
観
音
寺
「
冬
の
ま
つ
り
」
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装
飾
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
、
１１
月
１０
日

（
土
）
午
後
５
時
か
ら
午
後
７
時

３０
分
ま
で
、
駅
通
り
の
一
部
が

歩
行
者
専
用
道
路
に
な
り
ま
す
。

　
自
治
会
な
ど
の
勉
強
会
や
職

場
の
研
修
、
学
校
な
ど
に
職
員

を
講
師
と
し
て
無
料
で
派
遣
し
、

財
政
や
金
融
、
経
済
な
ど
の
講

演
会
や
説
明
会
を
し
ま
す
。

　
四
国
財
務
局
財
務
広
報
相
談
官

　
☎
０
８
７

−
８
３
１

−

２
１
３
１

事
例
／
社
会
保
険
事
務
所
の
職

員
を
名
乗
り
「
保
険
料
を
払
い

過
ぎ
て
い
る
の
で
還
付
し
ま
す
。

携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
に

行
き
、
着
い
た
ら
電
話
し
て
く

だ
さ
い
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス
／
公
的
機
関
を
装

い
、
お
金
を
だ
ま
し
取
る
還
付

金
詐
欺
で
す
。
電
話
で
指
示
を

受
け
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
す
る
と
、

気
付
か
な
い
う
ち
に
犯
人
の
口

座
に
お
金
を
振
り
込
ま
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
「
税
金
や
医
療

費
を
還
付
す
る
」
と
い
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
、
公
的
な
お
金
が

還
付
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。
不
審
な
場
合
は
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２５

−

５
１
３
５

　
商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
３
３

還
付
金
詐
欺
に
注
意
！

四
国
財
務
局
の
出
前
講
座

出
会
い
の
場
を
提
供
し
ま
す

　
　
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
」

満
濃
池　
空
海　
こ
ん
ぴ
ら

し
あ
わ
せ
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク

香
川
県
中
途
失
聴
・

　
難
聴
者
協
会
講
演
会

図書館だよりLibrary News
休館日　　5・12・19・26日

中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

★古典文学講座 17日（土）　　　　　　９：30～11：30

★おはなし会
★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　大西　緑著　「ハナミズキ」（第47回香川菊池寛賞受賞作品／文芸もず第13号）
★観音寺子ども読書フェスティバル

３日（祝・土）　　　　　13：30～14：10
13日（火）　　　　　　11：00～11：30
16日（金）　　　　　　13：30～

24日（土）・25日（日）　９：00～16：00

大野原図書館

中央図書館

豊浜図書館
２日（金）～４日（日）

10日（土）　　　　　　13：30～14：30

17日（土）　　　　　　13：30～14：00

11日（日）まで　　　　　（月曜日は休館）

９日（金）まで　　　　　（月曜日は休館）

★リサイクル雑誌・付録の配布
　一人につき雑誌は３冊・付録は１個まで
★工作教室
　飛び出すロケットをつくろう！
★おはなし会
　絵本「ともだちごっこ」ほか
★読書感想画展
　豊浜小・中学生の作品、豊浜中央公民館と共催
★企画展示
　「古事記の世界」

今月のおすすめ本

古事記編さん1300 年特集

「しょうゆ麹レシピ 100」
薯：武蔵裕子　出版：新星出版社

日本最古の歴史書「古事記」完成から
1300 年。神話の世界に浸ってみませんか。

Ｆ

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ
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相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１４日（水）・２８日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　２１日（水）午前１０時～午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年

金事務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　７日（水）

午前１０時～午後３時　市役所本庁地下会議室　街角の

年金相談センター高松の相談員　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　９日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原 　８日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜 

１３日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館会議室１

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　 土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　１４日（水）午後１時３０分～午後

５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　１日（木）・１５日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 １日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１１日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　　先着各３人　 ７日（水）

午後１時～午後３時　〇司法書士の法律相談　働く婦

人の家相談室　〇保健師のこころの健康相談　社会福

祉センターふれあい相談室

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　１３日（火）・２７日

（火）午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれあい

相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　 ６日（火）・２０日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　 １日（木）・１５日（木）午前１０時～正午

　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　 ６日（火）

・２０日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館会議室２

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　

７日（水）午前１０時～午後４時　観音寺市中央公民館２

階会議室　 就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年相談やまびこ・いじめ相談　☎２３−０９００　　土・日

・祝を除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成セ

ンター

行政相談　☎２３−３９１５　　１６日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家

時
講

時
所

時

時
時

時

時

時

持

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所
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所

所

所
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講

所

所

所

所

所

所

所

所
所

所

所

数

数

内 対

時

時

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時 ３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講所

　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
～

9
30

火
災

救
急

２
、０
４
３
件

21
件

　

　　
火
災

救
急

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
空
気
が

乾
燥
し
た
状
態
が
続
き
火
災
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

た
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
暖

房
器
具
の
使
用
や
た
き
火
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
所
で
火
気
を
使
う

機
会
も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
火
災
予

防
の
知
識
や
意
識
を
し
っ
か
り

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
火
元

の
確
認
を
心
が
け
、
た
き
火
や

子
ど
も
の
火
遊
び
、
暖
房
器
具

を
誤
っ
て
使
用
す
る
な
ど
の
不

注
意
か
ら
火
災
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
、
火
災
予
防
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

平
成
２４
年
度

　
全
国
統
一
防
火
標
語

消
す
ま
で
は

　
出
な
い

　
　
行
か
な
い

　
離
れ
な
い

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
１１
月
９
日
～
１５
日

９月１日～３０日（敬称略）

香典返し

大野原町花稲

池之尻町

植 田 町

観音寺町

大野原町中姫

高 屋 町

池之尻町

髙橋　支征＝

齋藤　　敦＝

長船　道隆＝

大西　省三＝

大麻　　道＝

五味　泰嘉＝

古川　仁巳＝

大福恵美子＝

合田　和夫＝

合田　　修＝

田代　裕雄＝

観音寺市バレーボール協会

大野原町萩原

大野原町花稲

豊浜町姫浜

西 条 市

一般寄付
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今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

63,765 
30,641 

24,110 
33,124 

１１月の納税・納付
国民健康保険税　　　　（３期）
後期高齢者医療保険料　（５期）
介護保険料　　　　　　（３期）
納期限　11月 30日（金）

納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

医
歯

薬
保
いき
ふれ

共福
常

愛

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
常磐総合コミュニティーセンター
伊吹公民館

愛育会行事

豊福

伊

献血

　大野原町大野原の大野原八幡神社境内に所在する古墳です。
６世紀後葉に築造された大型円墳で墳丘の直径は３７．２ｍあり
ます。埋葬施設は横穴式石室で全長１４．７ｍあり四国最大の長
さの規模を誇ります。

椀貸塚古墳の墳丘（合成写真）

生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

椀
わん

貸
かし

塚
づか

古墳①（大野原町）観音寺市の
　古墳文化

１０月１日現在
外国人を含む

１１

クニタクリニック

おおした歯科医院

スター薬局柞田店

ケイ・アイ薬局

柞田町　☎25－1577

詫間町　☎83－7106

柞田町　☎56－1280

豊浜町　☎52－1818

医

歯

薬

辻整形外科医院

篠丸歯科医院

ひまわり調剤薬局三豊

  豊田公民館

池之尻町☎57－1100

高瀬町　☎72－3788

豊浜町　☎52－5100

医

歯

薬

渡辺ハートクリニック内科

いその歯科クリニック

ファーマシィ観音寺薬局

姫浜調剤薬局

植田町　☎23－2022

木之郷町☎57－1550

植田町　☎57－6860

豊浜町　☎52－1733

医

歯

薬

羽崎病院

ごうだ歯科医院

そうごう薬局観音寺店

快生堂豊浜調剤薬局

栄町　　☎25－3382

粟井町　☎27－8199

栄町　　☎25－6551

豊浜町　☎56－3260

医

歯

薬

共福

骨密度測定

あぶあぶひろば

ほっと相談

プレママ広場

あぶあぶひろば

保

保 いき

いき

いき

いき

はつらつ会

もぐもぐレッスン

はつらつ会

筋力つけんな～教室

9:00～11:00

10:00～11:30

9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

ふれ

いき

いき

はつらつ会

ひまわりの会

はつらつ会

１歳６カ月児健診

9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 16:00

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

はつらつ会

筋力つけんな～教室

健康栄養相談

9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:00

いき要予約 ふれあい広場

１歳６カ月児健診
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

保

保

保

ふれ

（旧観音寺市 H23 年 4 月生まれ）

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室

ぴよぴよクラブ

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30

いき

いき

ふれ

育児相談

あぶあぶひろば

のびのび教室

9:30 ～ 11:00

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 16:00

保

３カ月児健診

14:00 ～ 14:30

（大野原町・豊浜町　
H24 年 7 月・8 月生まれ）

（大野原町・豊浜町　
H23 年 3 月・4 月生まれ）

いき

ふれあい広場

３歳児健診

元気なのぅ（脳）～教室

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

ふれあい広場

さわやか栄養教室
9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

ふれ

ふれ

ぴよぴよクラブ

のびのび教室

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

ぴよぴよクラブ

健康相談

健康栄養相談

ぴよぴよクラブ

9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 14:30

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

いき

いき

いき

ぴよぴよクラブ
9:30 ～ 11:30

いき

9:30～11:00

10:00～12:00

9:30～11:00

10:00～12:00

10:00～12:00

ふれ

ぴよぴよクラブ

３カ月児健診

筋力つけんな～教室

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

保

育児相談

ぴよぴよクラブ

  茶話会

１０カ月児相談

シニアエアロビクス

いき

いき

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 14:00

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市 H24年1月生まれ）

保

保

愛 常

豊福

豊福

豊福

ふれ

健康栄養相談

ふれあい広場

のびのび教室

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

この広報紙は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

伊
（旧観音寺市 H21 年 4 月生まれ）

みとよ内科にれクリニック

もとだい調剤薬局

姫浜調剤薬局

かもだ内科クリニック

快生堂薬局本店

ひまわり調剤薬局三豊

本大町　☎25－1117

本大町　☎23－3366

豊浜町　☎52－1733

坂本町　☎23－4976

観音寺町（駅通）☎25－3606

豊浜町　☎52－5100

医

医

薬

薬

（旧観音寺市 H24 年 8 月生まれ）


